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第４章 区民向け調査結果
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１．回答者について（基本属性） 

問１ あなたの性別を教えてください。（○は１つ） 

「女性」が 58.0％、「男性」が 40.1％、「どちらとはいえない」が 0.2％となっている。 

図表Ⅰ－１ 性別（単数回答） 

 

 

 

 

 

問２ あなたの年齢を教えてください。（○は１つ） 

「45歳～49歳」が 12.5％と最も多く、次いで「40歳～44歳」「70歳代」が 10.2％となっている。 

図表Ⅰ－２ 年齢（単数回答） 

 

図表Ⅰ－３［参考］ 千代田区年代別人口割合（令和２年１月１日現在） 
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8.9

0.6

0.0
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

18歳～24歳 25歳～29歳 30歳～34歳 35歳～39歳 40歳～44歳

45歳～49歳 50歳～54歳 55歳～59歳 60歳～64歳 65歳～69歳

70歳代 80歳以上 無回答
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(n=55,853)
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18歳～24歳 25歳～29歳 30歳～34歳 35歳～39歳 40歳～44歳

45歳～49歳 50歳～54歳 55歳～59歳 60歳～64歳 65歳～69歳

70歳代 80歳以上

 抽出数 回答者数 回答率 

女性 750人 278 人 37.1％ 

男性 750人 192 人 25.6％ 

どちらとはいえない － 1 人 － 

無回答 － 8 人 － 

合 計 1,500人 479 人 31.9％ 

女性

58.0%

男性

40.1%

どちらとはいえない

0.2%

無回答

1.7%

（N=479）
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問３ あなたはどの地域にお住まいですか。（○は１つ） 

「麹町地区」が 29.9％と最も多く、次いで「和泉橋地区」が 18.8％、「富士見地区」が 18.4％となっ

ている。 

図表Ⅰ－４ 居住地域（単数回答） 

 
 

図表Ⅰ－５［参考］ 千代田区地区別人口割合（令和２年１月１日現在） 

 
※「出張所地区」の「地区」を省略して記載している。 

  

麹町地区

29.9%

富士見地区

18.4%神保町地区

12.5%

神田公園地区

7.7%

万世橋地区

11.9%

和泉橋地区

18.8%

無回答

0.8%

（N=479）

麹町地区

30.5%

富士見地区

19.3%神保町地区

11.3%

神田公園地区

9.1%

万世橋地区

10.3%

和泉橋地区

19.6%

(n=55,853)
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問４ あなたのご職業を教えてください。（○は１つ） 

「正社員・正規職員」が 43.2％と最も多く、次いで「無職の主夫・主婦」が 14.8％、「会社経営・役員」

が 10.9％となっている。 

性別でみると、女性も男性も同様に「正社員・正規職員」が最も多く、女性 44.6％、男性 43.2％とな

っている。次いで女性は「無職の主夫・主婦」が 19.4％、男性は「会社経営・役員」が 20.3％となって

いる。 

 

図表Ⅰ－６ 職業（単数回答） 

 

 

 

  

10.9

4.3

20.3

10.4

9.0

12.5

43.2

44.6

43.2

9.6

13.7

3.1

3.3

3.6

3.1

14.8

19.4

7.3

3.5

1.8

6.3

2.7

2.5

3.1

1.5

1.1

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

会社経営・役員

自営業（家族従業者を含む）

正社員・正規職員

非正規職員（契約社員・派遣社員・パート・アルバイト等）

学生（大学生、専門学校、高等専門学校など）

無職の主夫・主婦

その他の無職

その他

無回答
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■平成28（2016）年度区調査との比較（参考） 

「正社員・正規職員」が 37.2％から 43.2％へ 6.0ポイント増加しており、特に女性が 32.4％から 44.6％

に 12.2 ポイント増加している。一方で女性は「無職の主夫・主婦」が 24.6％から 19.4％へ 5.2 ポイン

ト減少しており、女性の就労が増えている傾向が伺える。 

 

図表Ⅰ－７ 職業（単数回答）【平成 28（2016）年度区調査との比較】 

 

 

※令和２（2020）年度区調査と選択肢の異なる部分があるため、平成 28（2016）年度区調査の結果を以下のとお

り加工し掲載しているため、参考としている。 

平成 28（2016）年度区調査の選択肢 

（選択肢が異なる部分のみ抜粋） 
令和２（2020）年度区調査の選択肢 

自営・会社経営  会社経営・役員 

自営業の家族従事者 自営業（家族従事者を含む） 

会社員 
正社員・正規職員 

公務員 

派遣・嘱託 非正規職員（契約社員・派遣社員・パート・アルバイト

等） パート・アルバイト・臨時職員 

主夫・主婦 無職の主夫・主婦 

無職 その他の無職 
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0.4
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Ｒ２
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(n=736)
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Ｈ28

(n=435)

Ｒ２
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Ｈ28
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会社経営・役員

自営業（家族従業者を含む）

正社員・正規職員
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学生（大学生、専門学校、高等専門学校など）

無職の主夫・主婦

その他の無職

その他

無回答

全体

女性

男性
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付問４－１ 問４で「６ 無職の主夫・主婦」「７ その他の無職」を選択した方にお聞きします。あな

たは今後、働きたいと思いますか。（○は１つ） 

「働きたいと思わない」が 43.2％と最も多く、次いで「働きたいが、現実的にはできないと思う」が

31.8％、「パート・アルバイトで働きたい」が 12.5％となっている。 

性別でみると、女性は「働きたいと思わない」が 39.0％と最も多く、次いで「働きたいが、現実的に

はできないと思う」が 33.9％となっている。 

図表Ⅰ－８ 今後の就労意向（単数回答） 

 

 

２．家族について 

問５ あなたは結婚していますか。（○は１つ） 

「結婚している（事実婚・パートナーを含む）」が 62.8％、「結婚していた（離別・死別）」が 9.2％、

「結婚していない」が 27.6％となっている。 

性別でみると、女性も男性も同様に「結婚している（事実婚・パートナーを含む）」が最も多く、女性

60.8％、男性 66.7％となっている。次いで「結婚していない」が多く、女性 28.1％、男性 26.6％となっ

ている。 

図表Ⅰ－９ 結婚（単数回答） 
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6.8
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33.9

26.9

43.2
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0.0
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全体

(n=88)

女性

(n=59)

男性

(n=26)

フルタイムで働きたい

パート・アルバイトで働きたい

自分で事業を始めたい（起業）

働きたいが、現実的にはできないと思う

働きたいと思わない

無回答

62.8

60.8

66.7

9.2

11.2

6.8

27.6

28.1

26.6

0.4

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=479)

女性

(n=278)
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(n=192)

結婚している（事実婚・パートナーを含む）

結婚していた（離別・死別）

結婚していない

無回答
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付問５－１ 問５で「１ 結婚している（事実婚・パートナーを含む）」を選択した方にお聞きします。

あなたは共働きですか。（○は１つ） 

「共働きである」が 62.8％、「夫婦・パートナーの片方だけ働いている」が 25.2％、「夫婦・パートナ

ーとも無職」が 11.3％となっている。 

性別でみると、女性も男性も同様に「共働きである」が最も多く、女性 66.9％、男性 58.6％となって

いる。次いで「夫婦・パートナーの片方だけ働いている」が多く、女性 24.3％、男性 27.3％となってい

る。 

 

図表Ⅰ－10 共働き（単数回答） 

 

 

■平成28（2016）年度区調査との比較 

「共働きである」が 53.6％から 62.8％へ 9.2ポイント増加している。女性の就労が増えたことによる

共働きの家庭の増加が考えられる。 

 

図表Ⅰ－11 共働き（単数回答）【平成 28（2016）年度区調査との比較】 

 

※平成 28（2016）年度区調査では、選択肢が「共働きである」「共働きではない」の２択となっていた。  

62.8

66.9

58.6

25.2

24.3
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11.3

8.9

13.3

0.7

0.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=301)

女性

(n=169)

男性

(n=128)

共働きである

夫婦・パートナーの片方だけ働いている

夫婦・パートナーとも無職

無回答

合計 共働きである

夫婦・パート

ナーの片方だ
け働いている

夫婦・パート
ナーとも無職

無回答

Ｒ２ (n=301) 62.8 25.2 11.3 0.7

Ｈ28 (n=466) 53.6 1.544.8
全体
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問６ あなたは、お子さんがいますか。（○は１つ） 

「いる」が 53.7％、「いない」が 44.1％となっている。 

性別でみると、「いる」は女性が 50.7％、男性が 58.3％となっている。 

 

図表Ⅰ－12 子どもの有無（単数回答） 

 
 

付問６－１ 問６で「１ いる」を選択した方にお聞きします。年齢が一番下のお子さんはおいくつです

か。令和２年４月１日時点での年齢をお答えください。（○は１つ） 

「18歳以上」が 54.5％と最も多く、次いで「０歳～２歳」が 18.3％、「６歳～11歳」が 12.1％となっ

ている。 

性別でみると、女性も男性も同様に「18歳以上」が最も多く、女性 51.1％、男性 58.0％となっている。

次いで「０～２歳」が多く、女性 22.0％、男性 14.3％となっている。 

 

図表Ⅰ－13 一番下の子どもの年齢（単数回答） 

 

   

53.7

50.7

58.3

44.1

47.5

39.6

2.3

1.8

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

いる いない 無回答

18.3

22.0

14.3

6.2

5.7

7.1

12.1

10.6

13.4

3.9

5.0

2.7

4.7

5.7

3.6

54.5

51.1

58.0

0.4

0.0

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=257)

女性

(n=141)

男性

(n=112)

０歳～２歳 ３歳～５歳 ６歳～11歳 12歳～14歳

15歳～17歳 18歳以上 無回答
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問７ あなたのご家族・ご家庭には、介護・介助を必要とする方はいますか。または過去にいましたか。

（○は１つ） 

「現在いる」が 14.8％、「過去にいた」が 19.4％、「介護・介助を必要とする人はいない（いなかった）」

が 63.3％となっている。 

性別でみると、女性も男性も同様に「介護・介助を必要とする人はいない（いなかった）」が最も多く、

女性 61.5％、男性 67.7％となっている。次いで女性は「過去にいた」が 22.3％、男性は「現在いる」が

15.6％となっている。 

 

図表Ⅰ－14 要介護・介助者の有無（単数回答） 

 

 

■平成28（2016）年度区調査との比較 

「現在いる」が 7.0％から 14.8％へ 7.8ポイント増加している。 

 

図表Ⅰ－15 要介護・介助者の有無（単数回答）【平成 28（2016）年度区調査との比較】 

 
  

14.8

14.0

15.6

19.4

22.3

15.1

63.3

61.5

67.7

2.5

2.2

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

現在いる

過去にいた

介護・介助を必要とする人はいない（いなかった）

無回答

14.8

7.0

19.4

16.0

63.3

70.9

2.5

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

現在いる

過去にいた

介護・介助を必要とする人はいない（いなかった）

無回答
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付問７－１ 問７で「１ 現在いる」「２ 過去にいた」を選択した方にお聞きします。その方を主に介

護・介助しているのは、介護・介助を受けている方から見てどなたですか。（○は１つ） 

「配偶者・パートナー」「娘」「その他の親族」が 21.3％と最も多くなっている。 

性別でみると、女性は「娘」が 29.7％と最も多く、次いで「配偶者・パートナー」が 23.8％となって

いる。男性は「その他の親族」が 30.5％と最も多く、次いで「息子」が 27.1％となっている。 

 

図表Ⅰ－16 介護・介助をする人（単数回答） 

 

 

  

21.3

23.8

16.9

14.0

6.9

27.1

21.3

29.7

6.8

9.1

11.9

5.1

0.0

0.0

0.0

21.3

15.8

30.5

0.0

0.0

0.0

9.8

8.9

10.2

3.0

3.0

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=164)

女性

(n=101)

男性

(n=59)

配偶者・パートナー 息子

娘 息子の配偶者・パートナー

娘の配偶者・パートナー その他の親族

友人・知人 その他

無回答
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３．日頃の生活について 

問８ あなたは、次の分野①～⑧について男女の地位は平等になっていると思いますか。 

（それぞれの項目について○は１つずつ） 

■各調査における比較（項目⑧「社会全体として」） 

平成 17（2005）・28（2016）年度区調査と比較すると、“男性の方が優遇されている”（「男性の方が非

常に優遇されている（強い立場にある）」と「どちらかと言えば男性の方が優遇されている（強い立場に

ある）」の合計）は、平成 17（2005）年度が 61.1％、平成 28（2016）年度が 66.1％（5.0 ポイント増）、

令和２（2020）年度が 70.2％（4.1ポイント増）となっている。また、「平等だと思っている」は平成 17

（2005）年度が 26.7％、平成 28（2016）年度が 21.8％（4.9ポイント減）、令和２（2020）年度が 17.3％

（4.5ポイント減）となっている。男女平等意識の高まりにより、今の社会が不平等であると認識する割

合が高くなったと考えられる。 

青少年向け調査では、“男性の方が優遇されている”が 59.8％で区民より 10.4ポイント少なく、「平等

だと思っている」が 20.5％で区民より 3.2ポイント多い。 

令和元（2019）年度内閣府調査では、“男性の方が優遇されている”が 74.1％で区民よりも 3.9ポイン

ト多い。一方、「平等だと思っている」は 21.2％で区民よりも 3.9ポイント多く、区の方が平等意識を感

じている割合が低い。 

図表Ⅰ－17 男女平等に対する認識（単数回答）【各調査における比較】 

（項目⑧「社会全体として」） 

 

  

13.8

8.5

6.8

11.4

11.3

56.4

57.6

54.3

48.4

62.8

17.3

21.8

26.7

20.5

21.2

2.9

3.1

3.7

6.3

2.8

1.0

0.1

0.1

1.4

0.3

4.8

6.6

3.7

11.1

1.6

3.8

2.2

4.7

0.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｈ17

(n=731)

青少年 Ｒ２

(n=351)

国 Ｒ１

(n=2,645)

男性の方が非常に優遇されている（強い立場にある）

どちらかと言えば男性の方が優遇されている（強い立場にある）

平等だと思っている

どちらかと言えば女性の方が優遇されている（強い立場にある）

女性の方が非常に優遇されている（強い立場にある）

分からない

無回答
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■単純集計結果 

「平等だと思っている」は、項目⑧「社会全体として」で 17.3％に対し、最も多いのが項目③「学校

教育の場」で 57.4％、次いで項目①「家庭生活」が 44.3％、項目⑤「法律や制度の上」が 33.8％となっ

ている。“男性の方が優遇されている”は、項目⑧「社会全体として」で 70.2％に対し、最も多いのが項

目⑥「社会通念・慣習・しきたり」で 78.1％、次いで項目④「政治の場」が 74.8％、項目②「職場」が

53.9％となっている。 

性別でみると、いずれの項目においても「平等だと思っている」は男性の方が多く、項目⑧「社会全

体として」では、女性が 12.6％に対して男性が 22.9％と女性の方が 10.3ポイント少ない。また、項目

①「家庭生活」、項目③「学校教育の場」では、女性も男性も同様に「平等だと思っている」が最も多

いが、いずれの項目も女性の方が 14.9～15.8ポイント少なく、性別により男女平等に対する認識に違

いがみられる。 

図表Ⅰ－18 男女平等に対する認識（単数回答） 

7.7

10.4

4.2

15.7

19.4

10.4

3.8

4.7

2.6

39.9

46.4

31.8

31.5

35.6

27.1

38.2

41.0

35.9

14.4

16.2

12.0

34.9

33.1

38.5

44.3

37.8

53.6

29.0

23.4

37.0

57.4

51.8

66.7

13.2

7.2

21.4

6.3

5.8

7.3

5.2

3.2

8.3

1.3

0.7

2.1

0.8

0.4

1.6

1.5

0.7

1.6

1.7

0.4

3.1

0.4

0.0

0.5

1.0

0.4

1.6

6.1

7.2

4.2

6.3

8.3

3.6

17.7

21.6

13.0

5.8

7.6

3.6

2.7

2.5

2.1

4.0

4.3

1.6

5.0

5.0

3.1

4.4

5.0

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

男性の方が非常に優遇されている（強い立場にある）

どちらかと言えば男性の方が優遇されている（強い立場にある）

平等だと思っている

どちらかと言えば女性の方が優遇されている（強い立場にある）

女性の方が非常に優遇されている（強い立場にある）

分からない

無回答

①家庭生活

④政治の場

③学校教育の場

②職場
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15.2

19.8

9.4

23.8

29.5

16.1

8.4

9.7

6.8

13.8

16.2

10.9

32.6

37.4

26.6

54.3

53.2

57.3

30.1

32.4

27.6

56.4

59.7

53.6

33.8

25.9

44.8

11.9

7.6

17.7

33.4

27.0

42.2

17.3

12.6

22.9

5.6

2.9

9.9

1.3

1.1

1.6

2.5

2.2

3.1

2.9

1.1

5.7

1.5

0.4

2.6

1.0

0.0

2.1

0.4

0.0

0.5

1.0

0.0

2.1

7.3

9.4

4.7

4.0

4.3

3.6

21.3

24.5

17.7

4.8

6.1

3.1

4.0

4.3

2.1

3.8

4.3

1.6

4.0

4.3

2.1

3.8

4.3

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

男性の方が非常に優遇されている（強い立場にある）

どちらかと言えば男性の方が優遇されている（強い立場にある）

平等だと思っている

どちらかと言えば女性の方が優遇されている（強い立場にある）

女性の方が非常に優遇されている（強い立場にある）

分からない

無回答

⑥社会通念・

慣習・しきたり

⑤法律や制度の上

⑦町会・自治会

やNPOなどの地

域活動の場

⑧社会全体

として
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■平成28（2016）年度区調査との比較 

「平等だと思っている」が増加しているのが、項目①「家庭生活」と項目②「職場」で、項目①「家庭

生活」は 32.6％から 44.3％へ 11.7ポイント増加、項目②「職場」は 23.5％から 29.0％へ 5.5ポイント

増加しており、家庭生活や職場における男女平等の意識が高まっていることが伺える。 

一方で、他の項目については「平等だと思っている」が減少しており、特に項目③「学校教育」や項目

⑦「町会・自治会やＮＰＯなどの地域活動の場」では 10.0～10.7ポイント減少している。 

図表Ⅰ－19 男女平等に対する認識（単数回答）【平成 28（2016）年度区調査との比較】 

  

7.7

11.6

15.7

16.0

3.8

2.2

39.9

34.5

15.2

12.7

23.8

25.6

8.4

4.6

13.8

8.5

31.5

37.3

38.2

44.4

14.4

9.9

34.9

39.1

32.6

35.9

54.3

52.8

30.1

23.8

56.4

57.6

44.3

32.6

29.0

23.5

57.4

67.4

13.2

13.3

33.8

34.2

11.9

12.3

33.4

44.1

17.3

21.8

6.3

6.9

5.2

5.8

1.3

1.8

0.8

2.4

5.6

5.1

1.3

2.7

2.5

5.7

2.9

3.1

1.5

1.5

1.7

0.7

0.4

0.5

1.0

0.3

1.5

1.1

1.0

0.3

0.4

0.1

1.0

0.1

6.1

8.1

6.3

6.8

17.7

15.2

5.8

7.8

7.3

8.8

4.0

3.7

21.3

18.7

4.8

6.6

2.7

1.9

4.0

2.8

5.0

3.1

4.4

2.6

4.0

2.2

3.8

2.7

4.0

3.0

3.8

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

男性の方が非常に優遇されている（強い立場にある）

どちらかと言えば男性の方が優遇されている（強い立場にある）

平等だと思っている

どちらかと言えば女性の方が優遇されている（強い立場にある）

女性の方が非常に優遇されている（強い立場にある）

分からない

無回答

①家庭生活

⑤法律や制度

の上

③学校教育

④政治の場

⑥社会通念・

慣習・しきたり

⑦町会・自治会

やＮＰＯなどの

地域活動の場

②職場

⑧社会全体

として
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■青少年向け調査との比較 

「家庭生活」「学校教育の場」について、区民も青少年も同様に「平等だと思っている」が最も多いが、

いずれの項目においても青少年の方が「平等だと思っている」の割合が高い。 

図表Ⅰ－20 男女平等に対する認識（単数回答）【青少年向け調査との比較】 

 

  

7.7

6.3

3.8

1.7

13.8

11.4

31.5

24.2

14.4

8.0

56.4

48.4

44.3

51.0

57.4

65.0

17.3

20.5

6.3

9.4

1.3

9.1

2.9

6.3

1.5

1.1

0.4

3.7

1.0

1.4

6.1

7.1

17.7

11.7

4.8

11.1

2.7

0.9

5.0

0.9

3.8

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区民

(n=479)

青少年

(n=351)

区民

(n=479)

青少年

(n=351)

区民

(n=479)

青少年

(n=351)

男性の方が非常に優遇されている（強い立場にある）

どちらかと言えば男性の方が優遇されている（強い立場にある）

平等だと思っている

どちらかと言えば女性の方が優遇されている（強い立場にある）

女性の方が非常に優遇されている（強い立場にある）

分からない

無回答

家庭生活

学校教育の場

社会全体として
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■令和元（2019）年度内閣府調査との比較 

いずれの項目においても、「平等だと思っている」が国より区の方が少ない。特に、項目⑦「町会・自

治会やＮＰＯなどの地域活動の場」は、区が 33.4％に対して、国が 46.5％と区の方が 13.1 ポイント少

なく、項目⑥「社会通念・慣習・しきたり」は、区が 11.9％に対して、国が 22.6％と区の方が 10.7ポイ

ント少ない。 

図表Ⅰ－21 男女平等に対する認識（単数回答）【令和元（2019）年度内閣府調査との比較】 

  

7.7

9.3

15.7

13.6

3.8

3.3

39.9

35.0

15.2

10.3

23.8

19.1

8.4

7.0

13.8

11.3

31.5

35.6

38.2

39.8

14.4

15.2

34.9

44.0

32.6

36.6

54.3

51.0

30.1

27.7

56.4

62.8

44.3

45.5

29.0

30.7

57.4

61.2

13.2

14.4

33.8

39.7

11.9

22.6

33.4

46.5

17.3

21.2

6.3

6.5

5.2

4.5

1.3

2.3

0.8

1.1

5.6

4.0

1.3

2.1

2.5

8.7

2.9

2.8

1.5

0.7

1.7

0.5

0.4

0.3

1.0

0.1

1.5

0.4

1.0

0.2

0.4

1.6

1.0

0.3

6.1

2.4

6.3

10.9

17.7

17.7

5.8

5.4

7.3

9.0

4.0

5.0

21.3

8.6

4.8

1.6

2.7

0.0

4.0

0.0

5.0

0.0

4.4

0.0

4.0

0.0

3.8

0.0

4.0

0.0

3.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区

国

区

国

区

国

区

国

区

国

区

国

区

国

区

国

男性の方が非常に優遇されている（強い立場にある）

どちらかと言えば男性の方が優遇されている（強い立場にある）

平等だと思っている

どちらかと言えば女性の方が優遇されている（強い立場にある）

女性の方が非常に優遇されている（強い立場にある）

分からない

無回答

①家庭生活

⑤法律や制度の上

③学校教育

④政治の場

⑥社会通念・

慣習・しきたり

⑦町会・自治会や

ＮＰＯなどの地域

活動の場

②職場

⑧社会全体として
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■年齢別でみる男女平等に対する認識（項目⑧「社会全体として」） 
「平等だと思っている」について、全体が 17.3％に対し、「18～24歳」「65～69歳」がいずれも 8.0％

と 9.3ポイント少なく、「25～29歳」が 32.4％と 15.1ポイント多い。就職活動や再就職活動にあたる年

代において「平等だと思っている」の割合が低いと考えられる（ただし、分析軸となる項目の母数が少な

いため参考に留まる）。 

図表Ⅰ－22 年齢別でみる男女平等に対する認識 （単数回答）（項目⑧「社会全体として」） 

 
 

  

13.8

16.0

11.8

2.3

20.9

18.4

11.7

10.8

15.9

20.8

28.0

10.2

9.3

56.4

64.0

47.1

74.4

58.1

46.9

63.3

59.5

54.5

41.7

60.0

61.2

41.9

17.3

8.0

32.4

14.0

14.0

20.4

18.3

18.9

15.9

20.8

8.0

20.4

14.0

2.9

8.0

2.9

7.0

0.0

2.0

1.7

8.1

4.5

0.0

0.0

2.0

0.0

1.0

0.0

0.0

0.0

2.3

2.0

1.7

0.0

2.3

4.2

0.0

0.0

0.0

4.8

4.0

5.9

2.3

2.3

8.2

3.3

2.7

4.5

8.3

0.0

4.1

11.6

3.8

0.0

0.0

0.0

2.3

2.0

0.0

0.0

2.3

4.2

4.0

2.0

23.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=479)

18歳～24歳

(n=25)

25歳～29歳

(n=34)

30歳～34歳

(n=43)

35歳～39歳

(n=43)

40歳～44歳

(n=49)

45歳～49歳

(n=60)

50歳～54歳

(n=37)

55歳～59歳

(n=44)

60歳～64歳

(n=24)

65歳～69歳

(n=25)

70歳代

(n=49)

80歳以上

(n=43)

男性の方が非常に優遇されている（強い立場にある）

どちらかと言えば男性の方が優遇されている（強い立場にある）

平等だと思っている

どちらかと言えば女性の方が優遇されている（強い立場にある）

女性の方が非常に優遇されている（強い立場にある）

分からない

無回答
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■職業別でみる男女平等に対する認識（項目⑧「社会全体として」・女性） 

「平等だと思っている」について、女性全体が 12.6％に対して、「正社員・正規職員」は 17.7％と 5.1

ポイント多い。一方で、「非正規職員」は 7.9％で 4.7ポイント、「無職の主夫・主婦」は 7.4％で 5.2ポ

イント少ない。 

図表Ⅰ－23 職業別でみる男女平等に対する認識（単数回答）（項目⑧「社会全体として」・女性） 

 
 

  

16.2

8.3

12.0

14.5

21.1

10.0

20.4

40.0

14.3

59.7

58.3

56.0

62.1

63.2

90.0

57.4

40.0

28.6

12.6

8.3

12.0

17.7

7.9

7.4

20.0

14.3

1.1

0.0

0.0

1.6

0.0

1.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

6.1

8.3

8.0

4.0

7.9

3.7

28.6

4.3

16.7

12.0

0.0

0.0

0.0

9.3

0.0

14.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性合計

(n=278)

会社経営・役員

(n=12)

自営業

(n=25)

正社員・正規職員

(n=124)

非正規職員

(n=38)

学生

(n=10)

無職の主夫・主婦

(n=54)

その他の無職

(n=5)

その他

(n=7)

男性の方が非常に優遇されている（強い立場にある）

どちらかと言えば男性の方が優遇されている（強い立場にある）

平等だと思っている

どちらかと言えば女性の方が優遇されている（強い立場にある）

女性の方が非常に優遇されている（強い立場にある）

分からない

無回答
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問９ 現在、結婚（事実婚・パートナーを含む）している方のみご回答ください。あなたのご家庭では、

次の項目①～⑪の事柄を主にしているのは誰ですか。（それぞれの項目について○は１つずつ）※

項目⑩～⑪はお子さんがいる方だけ回答ください。 

項目⑧「生活費を稼ぐこと」は「主に男性（父、兄、弟、祖父等）」が 56.5％と最も多く、項目⑨「大

きな買い物などの決定をすること」は「男性と女性が同程度に分担」が 51.2％と最も多いが、その他の

項目では「主に女性（母、姉、妹、祖母等）」が最も多い。 

図表Ⅰ－24 家庭での家事分担の実態（単数回答） 

 

  

8.0 

3.3 

15.9 

25.6 

7.0 

31.2 

9.0 

56.5 

32.9 

0.0 

2.2 

66.4 

84.7 

59.1 

48.8 

63.8 

38.5 

69.8 

5.0 

14.6 

61.4 

66.8 

24.6 

10.6 

23.6 

21.3 

26.6 

28.6 

19.6 

35.5 

51.2 

24.2 

15.2 

0.0 

0.3 

0.0 

2.7 

1.7 

0.0 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.4 

1.0 

1.0 

1.3 

1.7 

1.0 

1.7 

1.3 

3.0 

1.3 

14.3 

15.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=301）

①食料品・日用品

などの買い物

②食事の支度

③食事の後片付け

④風呂掃除

⑤その他の掃除

⑥ゴミ出し

⑦洗濯

⑧生活費を稼ぐこと

⑨大きな買い物などの

決定をすること

⑩子どもの世話

⑪保育園・幼稚園・学校の

父母会やＰＴＡなどへの参加

主に男性（父、兄、弟、祖父等）

主に女性（母、姉、妹、祖母等）

男性と女性が同程度に分担

その他（家族以外の人や家事代行サービスなど）

無回答
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問 10 あなたは、次の項目①～⑪の事柄は、主に誰がするのが一番よいと思いますか。 

（それぞれの項目について○は１つずつ） 

いずれの項目においても「男性と女性が同程度に分担」が最も多いが、その割合は項目により差がみら

れる。特に、項目②「食事の支度」は「主に女性（母、姉、妹、祖母等）」が 42.8％に対して、項目⑧「生

活費を稼ぐこと」では「主に男性（父、兄、弟、祖父等）」が 34.7％となっている。 

性別でみると、いずれの項目においても、女性も男性も同様に「男性と女性が同程度に分担」が最も多

いが、項目⑧「生活費を稼ぐこと」については、「主に男性（父、兄、弟、祖父等）」の割合が他の項目よ

りも高く、女性は 30.6％に対して男性は 41.7％と女性の方が 11.1 ポイント少なく、性別による違いが

みられる。 

図表Ⅰ－25 家庭での家事分担に対する考え方（単純回答） 

 

1.7

1.1

2.6

0.0

0.0

0.0

8.1

5.4

12.5

17.5

14.0

22.4

5.4

2.9

9.4

27.3

29.1

25.0

42.8

41.7

45.3

16.5

15.8

17.7

9.2

8.6

9.9

15.2

14.0

17.2

64.9

64.4

66.1

52.0

53.2

50.0

69.9

73.4

65.1

66.2

69.8

62.0

71.0

73.7

67.2

2.1

2.2

2.1

1.7

1.8

1.6

1.7

1.8

1.6

3.5

4.3

2.6

4.6

6.1

2.6

4.0

3.2

4.2

3.5

3.2

3.1

3.8

3.6

3.1

3.5

3.2

3.1

3.8

3.2

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

主に男性（父、兄、弟、祖父等）

主に女性（母、姉、妹、祖母等）

男性と女性が同程度に分担

その他（家族以外の人や家事代行サービスなど）

無回答

①食料品・日用

品などの買い物

④風呂掃除

③食事の後片付

け

②食事の支度

⑤その他の掃除
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18.4

15.1

24.0

2.9

1.8

4.7

34.7

30.6

41.7

11.7

10.1

14.6

0.2

0.0

0.5

1.3

0.4

2.6

8.8

8.3

9.4

31.9

33.5

30.2

1.0

1.4

0.0

4.4

5.0

3.1

13.4

10.8

16.7

14.8

11.9

19.3

67.6

71.6

62.0

59.9

59.7

60.4

59.1

63.3

53.6

79.1

80.2

78.1

72.9

73.4

72.9

70.4

72.7

67.2

1.7

1.8

1.6

1.5

1.4

1.6

0.6

0.4

1.0

0.6

0.4

1.0

1.0

1.1

1.0

1.7

1.4

2.1

3.5

3.2

3.1

3.8

3.6

3.1

4.6

4.3

3.6

4.2

4.3

3.1

12.5

14.7

8.9

11.9

13.7

8.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

主に男性（父、兄、弟、祖父等）

主に女性（母、姉、妹、祖母等）

男性と女性が同程度に分担

その他（家族以外の人や家事代行サービスなど）

無回答

⑥ゴミ出し

⑩子どもの世話

⑪保育園・幼稚

園・学校の父母

会やＰＴＡなど

への参加

⑨大きな買い物

などの決定をす

ること

⑧生活費を稼ぐ

こと

⑦洗濯
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■青少年向け調査との比較 

区民も青少年も同様に、いずれの項目においても「男性と女性が同程度に負担」が最も多い。 

図表Ⅰ－26 家庭での家事分担に対する考え方（単純回答）【青少年向け調査との比較】 

 

※青少年向け調査では、区民向け調査の項目④⑨⑩⑪にあたる設問はない。 

  

主に男性
（父、兄、

弟、祖父等）

主に女性
（母、姉、

妹、祖母等）

男性と女性が
同程度に分担

その他（家族

以外の人や家
事代行サービ

スなど）

わからない 無回答

区民 1.7 27.3 64.9 2.1  - 4.0

青少年 3.7 32.5 55.8 1.4 6.0 0.6

区民 0.0 42.8 52.0 1.7 - 3.5

青少年 0.6 38.2 55.0 0.3 5.4 0.6

区民 8.1 16.5 69.9 1.7 - 3.8

青少年 8.0 15.7 69.8 0.6 5.1 0.9

区民 5.4 15.2 71.0 4.6 - 3.8

青少年 5.1 17.1 70.7 1.4 4.8 0.9

区民 18.4 8.8 67.6 1.7 - 3.5

青少年 17.1 6.3 69.8 0.9 5.1 0.9

区民 2.9 31.9 59.9 1.5 - 3.8

青少年 3.7 29.1 61.0 0.3 5.1 0.9

区民 34.7 1.0 59.1 0.6 - 4.6

青少年 30.2 3.1 58.7 0.3 7.1 0.6

洗濯

生活費を稼ぐこと

食料品・日用品

などの買い物

食事の支度

食事の後片付け

その他の掃除

ゴミ出し
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問 11 あなたは、次の項目①～⑥の結婚や家庭に関する考え方について、どのように思いますか。 

（それぞれの項目について○は１つずつ） 

■各調査における比較（項目②「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」） 

平成 17（2005）・28（2016）年度区調査と比較すると、“そう思わない”（「そう思わない／反対」と「ど

ちらかと言えばそう思わない／どちらかといえば反対」の合計）※１が、平成 17（2005）年度は 33.0％、

平成 28（2016）年度は 67.7％（34.7 ポイント増）、令和２（2020）年度は 72.0％（4.3 ポイント増）と

なっており、性別役割分担に否定的な考えを持つ人が増えていることが伺える。 

青少年向け調査では、「共感しない」※２が 62.1％となっており、区民の“そう思わない”より 9.9ポイ

ント少ない。区民の方が性別役割分担に否定的な考えを持つ割合が高い結果となったが、青少年は「わか

らない」「無回答」の合計が 24.8％と多く、男女の役割に対してそもそも固定概念を持っていない人も多

いとも考えられる。 

令和元（2019）年度内閣府調査では、“反対”（「反対」と「どちらかといえば反対」の合計）※３が 59.8％

となっており、区の“そう思わない”より 12.2ポイント少なく、区の方が性別役割分担に否定的な考え

を持つ割合が高いことが伺える。 

図表Ⅰ－27 結婚・家庭に対する考え方（単純回答）【各調査における比較】 

（項目②「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」） 

 

 

※１ 平成 17（2005）年度区調査は、「夫は仕事、妻は家事・育児を優先したほうがよい」の考え方に対し、「賛成」

「どちらかといえば賛成」「どちらかといえば反対」「反対」を選択する設問となっている。 

※２ 青少年向け調査では、「男性は仕事をして、女性は家庭を守る」の考え方に対し、「共感する」「共感しない」

「わからない」を選択する設問となっている。 

※３ 令和元（2019）年度内閣府調査では、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」の考え方に対し、「賛成」

「どちらかといえば賛成」「わからない」「どちらかといえば反対」「反対」を選択する設問となっている。 

  

4.0

3.4

15.9

13.1

7.5

22.8

26.7

47.6

0.0

27.5

19.4

21.7

21.5

0.0

36.6

52.6

46.0

11.5

62.1

23.2

0.0 

0.0 

0.0 

23.9

5.2

1.3

2.3

3.6

0.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｈ17

(n=731)

青少年 Ｒ２

(n=351)

国 Ｒ１

(n=2,645)

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

わからない 無回答
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■単純集計結果 

“そう思う”（「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計）は、項目①「結婚する、しないは

個人の自由である」が 96.0％と最も多く、次いで項目④「結婚しても子どもを持つかどうかは個人の自

由である」が 89.3％、項目⑥「結婚しても、うまくいかなければ離婚してもよい」が 85.1％となってい

る。“そう思わない”は、項目②「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」が 72.0％と最も多く、次

いで項目③「家族のリーダーシップは夫が取る方がよい」が 63.3％、項目⑤「子どもを産み育てるのに、

必ずしも結婚しなくてもよい」が 48.5％となっている。 

性別でみると、項目②「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」について、女性は“そう思わない”

が 77.3％に対して男性は 65.1％と女性の方が 12.2ポイント多く、性別による違いがみられる。 

図表Ⅰ－28 結婚・家庭に対する考え方（単純回答） 

  

79.5

82.7

75.0

4.0

2.2

5.7

7.5

6.8

8.3

69.7

73.4

64.6

31.3

32.7

28.6

55.7

59.4

50.5

16.5

14.4

20.3

22.8

19.1

28.6

27.8

26.3

30.2

19.6

17.6

22.9

19.0

19.4

18.8

29.4

28.1

32.3

1.7

1.4

2.1

19.4

21.2

17.2

23.8

22.3

27.1

6.7

5.8

7.8

27.6

29.1

26.6

10.6

8.6

13.0

1.3

0.7

2.1

52.6

56.1

47.9

39.5

43.2

33.9

3.1

2.5

4.2

20.9

17.6

25.0

3.1

2.9

3.6

1.0

0.7

0.5

1.3

1.4

0.5

1.5

1.4

0.5

0.8

0.7

0.5

1.3

1.1

1.0

1.0

1.1

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

無回答

①結婚する、しな

いは個人の自由で

ある

④結婚しても子ど

もを持つかどうか

は個人の自由であ

る

③家族のリーダー

シップは夫が取る

方がよい

②夫は外で働き、

妻は家庭を守るべ

きである

⑥結婚しても、う

まくいかなければ

離婚してもよい

⑤子どもを産み育

てるのに、必ずし

も結婚しなくても

よい
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■平成28（2016）年度区調査との比較 

結婚・離婚や出産・子育てについての考え方（項目①④⑤⑥）については、個人の自由と捉えている人

が増加しており、家庭内での性別役割分担についての考え方（項目②③）については、否定的に捉えてい

る人が増加していることが伺える。 

図表Ⅰ－29 結婚・家庭に対する考え方（単純回答）【平成 28（2016）年度区調査との比較】 

 

 

  

79.5

76.0

4.0

3.4

7.5

9.9

69.7

62.9

31.3

22.2

55.7

47.1

16.5

17.9

22.8

26.7

27.8

31.3

19.6

23.0

19.0

18.8

29.4

32.5

1.7

2.8

19.4

21.7

23.8

19.9

6.7

7.3

27.6

29.1

10.6

12.9

1.3

0.8

52.6

46.0

39.5

36.0

3.1

4.2

20.9

27.3

3.1

4.9

1.0

2.4

1.3

2.3

1.5

3.0

0.8

2.6

1.3

2.6

1.0

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

無回答

①結婚する、しないは個人

の自由である

⑥結婚しても、うまくいか

なければ離婚してもよい

⑤子どもを産み育てるのに、

必ずしも結婚しなくてもよ

い

④結婚しても子どもを持つ

かどうかは個人の自由であ

る

③家族のリーダーシップは

夫が取る方がよい

②夫は外で働き、妻は家庭

を守るべきである
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■年齢別でみる結婚・家庭に関する考え方 

項目②「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」について、60 歳代までは“そう思わない”が半

数以上を占めているが、「70 歳代」では“そう思う”と“そう思わない”がおよそ半数ずつとなり、「80

歳以上」になると“そう思う”の方が多くなっている。 

図表Ⅰ－30 年齢別でみる結婚・家庭に対する考え方（単純回答） 

（項目②「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」） 

 

  

4.0

1.7

1.2

2.8

1.2

6.1

10.2

11.6

22.8

13.6

17.4

18.3

27.2

20.4

38.8

34.9

19.4

28.8

18.6

19.3

17.3

22.4

16.3

14.0

52.6

55.9

62.8

59.6

54.3

51.0

34.7

27.9

1.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

11.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=479)

18歳～29歳

(n=59)

30歳代

(n=86)

40歳代

(n=109)

50歳代

(n=81)

60歳代

(n=49)

70歳代

(n=49)

80歳以上

(n=43)

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

無回答
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■職業別でみる結婚・家庭に関する考え方（女性のみ） 

項目②「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」について、“そう思わない”は、「正社員・正規職

員」が 88.7％に対して、「無職の主夫・主婦」が 64.8％と「正社員・正規職員」の方が 23.9ポイント多

く、就労状況によって考え方に違いがみられる。 

図表Ⅰ－31 職業別でみる結婚・家庭に対する考え方（単純回答） 

（項目②「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」（女性）） 

 

 

  

2.2

8.3

4.0

0.8

0.0

0.0

3.7

20.0

0.0

19.1

25.0

28.0

10.5

23.7

10.0

29.6

20.0

14.3

21.2

8.3

24.0

24.2

18.4

20.0

18.5

0.0

42.9

56.1

58.3

40.0

64.5

57.9

70.0

46.3

60.0

28.6

1.4

0.0

4.0

0.0

0.0

0.0

1.9

0.0

14.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性合計

(n=278)

会社経営・役員

(n=12)

自営業

(n=25)

正社員・正規職員

(n=124)

非正規職員

(n=38)

学生

(n=10)

無職の主夫・主婦

(n=54)

その他の無職

(n=5)

その他

(n=7)

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

無回答
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４．子育てや教育について 

問 12 あなたは次の項目①～⑥の子育てや教育の考え方について、どのように思いますか。 

（それぞれの項目について○は１つずつ） 

“そう思う”（「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計）は、項目⑤「父親も、母親と同じ

くらい子育てに関わる方がよい」が 91.3％と最も多い。“そう思わない”（「どちらかと言えばそう思わな

い」と「そう思わない」の合計）は、項目②「男の子と女の子は学校で学ぶ内容に違いがあってもよい」

が 63.0％と最も多い。 

性別でみると、項目①「女の子は女の子らしく、男の子は男の子らしく育てるのがよい」について、“そ

う思う”は、女性が 39.9％に対して男性が 69.8％と女性の方が 29.9 ポイント少なく、項目②「男の子

と女の子は学校で学ぶ内容に違いがあってもよい」について、“そう思う”は、女性が 28.4％に対して男

性が 45.3％と女性の方が 16.9ポイント少ない。また、項目⑥「乳幼児期（３歳くらいまで）は、母親は

育児に専念した方がよい」について、“そう思う”は、女性が 55.7％に対して男性が 69.3％と女性の方が

13.6 ポイント少なく、女性は子育てに対して、性別による差を設けない方がよいと考えている割合が高

いことが伺える。 

図表Ⅰ－32 子育てや教育に対する考え方（単純回答） 

  

15.0

8.6

24.0

12.9

7.2

20.8

69.1

73.4

63.5

34.4

32.7

37.0

54.1

57.9

48.4

23.4

18.3

29.7

36.7

31.3

45.8

22.1

21.2

24.5

18.2

15.5

22.4

41.8

41.0

43.8

37.2

33.5

44.3

38.0

37.4

39.6

20.0

25.9

11.5

24.0

24.5

21.9

6.9

5.8

8.9

9.8

10.4

8.9

5.4

5.4

4.7

18.6

21.2

14.6

26.5

32.4

17.7

39.0

44.6

32.3

4.4

3.6

4.7

12.1

13.3

9.9

1.7

1.1

2.1

18.2

20.5

15.6

1.7

1.8

1.0

1.9

2.5

0.5

1.5

1.8

0.5

1.9

2.5

0.5

1.7

2.2

0.5

1.9

2.5

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

無回答

①女の子は女の子

らしく、男の子は

男の子らしく育て

るのがよい

⑥乳幼児期（３歳

くらいまで）は、

母親は育児に専念

した方がよい

⑤父親も、母親と

同じくらい子育て

に関わる方がよい

④子育てにおける

父親と母親の役割

は基本的に違いが

ある

③男の子と女の子

で進学先に差をつ

けない方がよい

②男の子と女の子

は学校で学ぶ内容

に違いがあってよ

い



88 

■平成28（2016）年度区調査との比較 

項目①「女の子は女の子らしく、男の子は男の子らしく育てるのがよい」について、“そう思わない”

が 36.6％から 46.5％へ 9.9ポイント増加しており、子育てにおいて性別による差を設けない方がよいと

考えている割合が高くなっていることが伺える。特に女性は、43.0％から 58.3％へ 15.3ポイントと大幅

に増加している。 

図表Ⅰ－33 子育てや教育に対する考え方（単純回答）【平成 28 年度区調査との比較】（全体） 

  

15.0

18.0

12.9

11.1

69.1

64.7

34.4

41.3

54.1

46.5

23.4

28.3

36.7

42.6

22.1

22.5

18.2

19.9

41.8

39.6

37.2

41.4

38.0

36.3

20.0

15.6

24.0

25.8

6.9

5.5

9.8

7.4

5.4

7.2

18.6

15.7

26.5

21.0

39.0

37.6

4.4

6.6

12.1

8.5

1.7

2.2

18.2

16.8

1.7

2.8

1.9

3.0

1.5

3.2

1.9

3.1

1.7

2.7

1.9

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

無回答

①女の子は女の子らしく、

男の子は男の子らしく育て

るのがよい

⑤父親も、母親と同じくら

い子育てに関わる方がよい

②男の子と女の子は学校で

学ぶ内容に違いがあってよ

い

③男の子と女の子で進学先

に差をつけない方がよい

④子育てにおける父親と母

親の役割は基本的に違いが

ある

⑥乳幼児期(３歳くらいま

で)は、母親は育児に専念し

た方がよい
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図表Ⅰ－34 子育てや教育に対する考え方（単純回答）【平成 28 年度区調査との比較】（女性） 

 
図表Ⅰ－35 子育てや教育に対する考え方（単純回答）【平成 28 年度区調査との比較】（男性） 

  

8.6

12.6

7.2

8.0

73.4

65.1

32.7

40.2

57.9

49.0

18.3

25.7

31.3

42.5

21.2

20.0

15.5

21.1

41.0

40.0

33.5

41.1

37.4

35.2

25.9

18.6

24.5

28.0

5.8

5.3

10.4

7.8

5.4

6.7

21.2

16.8

32.4

24.4

44.6

42.1

3.6

6.2

13.3

9.4

1.1

1.1

20.5

20.0

1.8

1.8

2.5

1.8

1.8

2.3

2.5

2.5

2.2

2.1

2.5

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ２

(n=278)

Ｈ28

(n=435)

Ｒ２

(n=278)

Ｈ28

(n=435)

Ｒ２

(n=278)

Ｈ28

(n=435)

Ｒ２

(n=278)

Ｈ28

(n=435)

Ｒ２

(n=278)

Ｈ28

(n=435)

Ｒ２

(n=278)

Ｈ28

(n=435)

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

無回答

①女の子は女の子らしく、

男の子は男の子らしく育て

るのがよい

⑤父親も、母親と同じくら

い子育てに関わる方がよい

②男の子と女の子は学校で

学ぶ内容に違いがあってよ

い

③男の子と女の子で進学先

に差をつけない方がよい

④子育てにおける父親と母

親の役割は基本的に違いが

ある

⑥乳幼児期(３歳くらいま

で)は、母親は育児に専念し

た方がよい

24.0

25.6

20.8

16.5

63.5

64.6

37.0

44.2

48.4

42.8

29.7

30.9

45.8

43.5

24.5

27.0

22.4

19.3

43.8

39.3

44.3

42.1

39.6

38.6

11.5

10.9

21.9

22.1

8.9

6.0

8.9

6.0

4.7

8.1

14.6

14.4

17.7

16.1

32.3

30.2

4.7

6.3

9.9

7.0

2.1

3.5

15.6

12.3

1.0

3.9

0.5

4.2

0.5

3.9

0.5

3.5

0.5

3.5

0.5

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ２

(n=192)

Ｈ28

(n=285)

Ｒ２

(n=192)

Ｈ28

(n=285)

Ｒ２

(n=192)

Ｈ28

(n=285)

Ｒ２

(n=192)

Ｈ28

(n=285)

Ｒ２

(n=192)

Ｈ28

(n=285)

Ｒ２

(n=192)

Ｈ28

(n=285)

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

無回答

①女の子は女の子らしく、

男の子は男の子らしく育て

るのがよい

⑤父親も、母親と同じくら

い子育てに関わる方がよい

②男の子と女の子は学校で

学ぶ内容に違いがあってよ

い

③男の子と女の子で進学先

に差をつけない方がよい

④子育てにおける父親と母

親の役割は基本的に違いが

ある

⑥乳幼児期(３歳くらいま

で)は、母親は育児に専念し

た方がよい
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問 13 「男女共同参画社会」とは、「男女が、互いにその人権を尊重しつつ喜びも責任も分かち合い、性

別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮することができる社会」ですが、あなたは小・

中・高等学校の学校教育において、男女共同参画を実現するためにどのようなことに力を入れる

とよいと考えますか。（○は３つまで） 

「生活や進路指導で、男女の区別なく能力を活かせるようにする」が 58.5％と最も多く、次いで「学

校生活で生徒の役割分担に男女で差をつけない」が 43.8％、「授業や日常の活動のなかで、男女共同参画

の意識を育てる授業をする」が 34.9％となっている。 

性別でみると、女性も男性も同様に「生活や進路指導で、男女の区別なく能力を活かせるようにする」

が最も多く、次いで「学校生活で生徒の役割分担に男女で差をつけない」となっており、性別による違い

はあまりみられない。 

図表Ⅰ－36 学校教育に対する要望（複数回答） 

  

43.8

58.5

34.9

13.8

18.0

22.1

13.4

24.2

31.1

4.2

1.7

2.3

45.3

59.7

33.1

16.2

15.1

22.3

13.7

25.2

33.1

2.9

1.1

2.2

43.2

57.3

38.0

9.9

22.4

22.9

13.0

24.0

28.1

5.7

1.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80%

学校生活で生徒の役割分担に

男女で差をつけない

生活や進路指導で、男女の区別なく

能力を活かせるようにする

授業や日常の活動のなかで、

男女共同参画の意識を育てる授業をする

教材における登場人物や役割など、

男女に偏りのないように見直す

教職員に男女共同参画

についての研修を行う

校長、副校長などの

管理職に女性を増やす

保護者会などを通じて、

保護者の男女共同参画の意識を育てる

人権尊重や多様性の観点に

立った性教育を行う

デートＤＶ（交際相手からの暴力）や

性犯罪の加害者・被害者となることを

防ぐための教育を早期から行う

その他

どれも必要ない

無回答

全体(n=479)

女性(n=278)

男性(n=192)
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５．ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）について 

問 14 あなたは日頃の生活のなかで、仕事、家庭生活、個人の生活（地域活動、学習、趣味など）で優

先したいものはどれですか。あなたの希望に最も近いものと、現在の状況（現実）を教えてくだ

さい。 

希望では、「仕事、家庭生活、個人の生活」が 31.5％と最も多く、次いで「家庭生活と個人の生活」が

17.3％、「個人の生活」が 13.8％となっている。 

現実では、「仕事」が 21.9％と最も多く、次いで「仕事と家庭生活」が 20.5％、「仕事、家庭生活、個

人の生活」が 12.5％となっている。 

性別でみると、希望では、女性も男性も同様に「仕事、家庭生活、個人の生活」が最も多く、女性 34.9％、

男性 27.1％となっている。次に多いのは、女性は「家庭生活と個人の生活」で 19.4％、男性は「仕事と

家庭生活」で 21.4％となっている。 

現実では、女性は「仕事と家庭生活」が 20.5％と最も多く、次いで「仕事」が 16.2％、男性は「仕事」

が 30.2％と最も多く、次いで「仕事と家庭生活」が 20.8％となっており、希望と現実のギャップが大き

いことが伺える。 

 

図表Ⅰ－37 ワーク・ライフ・バランスの希望（単数回答） 

 

 

図表Ⅰ－38 ワーク・ライフ・バランスの現実（単数回答） 

 

2.5

2.9

2.1

5.8

6.1

5.7

13.8

13.7

13.5

12.9

7.6

21.4

9.2

8.6

9.9

17.3

19.4

14.6

31.5

34.9

27.1

1.3

1.4

1.0

5.6

5.4

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

仕事 家庭生活

個人の生活 仕事と家庭生活

仕事と個人の生活 家庭生活と個人の生活

仕事、家庭生活、個人の生活 わからない

無回答

21.9

16.2

30.2

11.1

15.8

4.2

5.0

4.7

5.2

20.5

20.5

20.8

11.1

10.4

12.5

7.5

9.0

5.7

12.5

14.4

10.4

4.4

3.6

5.2

6.1

5.4

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

仕事 家庭生活

個人の生活 仕事と家庭生活

仕事と個人の生活 家庭生活と個人の生活

仕事、家庭生活、個人の生活 わからない

無回答
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■平成28（2016）年度区調査との比較 

希望では、いずれの調査においても「仕事、家庭生活、個人の生活」が最も多いが、次いで多いのが「仕

事と家庭生活」・「家庭生活」から「家庭生活と個人の生活」・「個人の生活」となり、上位２位・３位が入

れ替わっている。「仕事」よりも「家庭生活」や「個人の生活」を優先したいと考える人の割合が増加し

ていることが伺える。 

現実では、いずれの調査においても「仕事」が最も多く、次いで「仕事と家庭生活」が多いのは変わら

ないが、その割合は 6.1～6.8ポイント減少している。一方で、「仕事、家庭生活、個人の生活」が 5.4％

から 12.5％へ 7.1ポイント増加している。 

 

図表Ⅰ－39 ワーク・ライフ・バランスの希望（単数回答）【平成 28（2016）年度区調査との比較】 

 
 

図表Ⅰ－40 ワーク・ライフ・バランスの現実（単数回答）【平成 28（2016）年度区調査との比較】 

 
※「わからない」の選択肢は令和２（2020）年度区調査より追加された。  

合計 仕事 家庭生活 個人の生活
仕事と

家庭生活

仕事と個人の

生活

家庭生活と

個人の生活

仕事、家庭

生活、個人の

生活

わからない 無回答

Ｒ２ (n=479) 2.5 5.8 13.8 12.9 9.2 17.3 31.5 1.3 5.6

Ｈ28 (n=739) 4.8 15.8 4.8 23.8 6.4 13.6 25.1 - 5.8
全体

合計 仕事 家庭生活 個人の生活
仕事と

家庭生活

仕事と個人の

生活

家庭生活と

個人の生活

仕事、家庭

生活、個人の

生活

わからない 無回答

Ｒ２ (n=479) 21.9 11.1 5.0 20.5 11.1 7.5 12.5 4.4 6.1

Ｈ28 (n=739) 28.0 16.8 3.1 27.3 4.3 6.5 5.4 - 8.4
全体
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問 15 あなたは、女性が仕事をすることについて、どのように考えますか。（○は１つ） 

「仕事を続けた方がよい」が 54.7％と最も多く、次いで「子どもができたら仕事を辞め、子育てが終

われば仕事に復帰する方がよい」が 20.9％、「その他」が 11.3％となっている。性別でみると、女性も男

性も同様に「仕事をし続けた方がよい」が最も多く、女性が 57.2％に対して男性は 51.0％と女性の方が

6.2ポイント多い。 

図表Ⅰ－41 女性の就業に対する考え方（単数回答） 

 

 

■平成28（2016）年度区調査との比較 

いずれの調査においても「仕事をし続けた方がよい」が最も多く、次いで「子どもができたら仕事を辞

め、子育てが終われば仕事に復帰する方がよい」となっているが、「子どもができたら仕事を辞め、子育

てが終われば仕事に復帰する方がよい」の割合が 31.4％から 20.9％へ 10.5 ポイント減少している一方

で、「仕事をし続けた方がよい」の割合は 47.9％から 54.7％へ 6.8 ポイント増加しており、女性が仕事

を続けることに対して肯定的な意見が増えていることが伺える。 

図表Ⅰ－42 女性の就業に対する考え方（単数回答）【平成 28（2016）年度区調査との比較】 

 
※「わからない」の選択肢は令和２（2020）年度区調査より追加された。 

  

54.7

57.2

51.0

1.7

1.4

2.1

4.0

3.6

4.7

20.9

19.4

24.0

1.5

1.4

0.5

11.3

11.9

10.9

3.5

2.9

4.2

2.5

2.2

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

仕事をし続けた方がよい

結婚するまでは仕事をした方がよい

子どもが生まれるまでは仕事をした方がよい

子どもができたら仕事を辞め、子育てが終われば仕事に復帰する方がよい

女性は仕事をしないで、家庭を守った方がよい

その他

わからない

無回答

合計
仕事をし続け
た方がよい

結婚するまで
は仕事をした
方がよい

子どもが生ま

れるまでは仕
事をした方が

よい

子どもができ
たら仕事を辞

め、子育てが
終われば仕事
に復帰する方

がよい

女性は仕事を

しないで、家
庭を守った方

がよい

その他 わからない 無回答

Ｒ２ (n=479) 54.7 1.7 4.0 20.9 1.5 11.3 3.5 2.5

Ｈ28 (n=739) 47.9 1.9 2.2 31.4 0.7 13.9 - 2.0

Ｒ２ (n=278) 57.2 1.4 3.6 19.4 1.4 11.9 2.9 2.2

Ｈ28 (n=435) 49.0 1.6 2.5 29.0 0.5 15.4 - 2.1

Ｒ２ (n=192) 51.0 2.1 4.7 24.0 0.5 10.9 4.2 2.6

Ｈ28 (n=285) 47.0 1.8 1.4 35.1 1.1 11.9 - 1.8

全体

男性

女性
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■青少年向け調査（千代田区）との比較 

いずれの調査においても「仕事をし続けた方がよい」が最も多いが、その割合は、区民が 54.7％に対

して青少年は 34.8％と区民の方が 19.9 ポイント多い。また、青少年は区民と比較して「その他」「わか

らない」の割合が高い。 

図表Ⅰ－43 女性の就業に対する考え方（単数回答）【青少年向け調査との比較】 

 

 

■令和元（2019）年度内閣府調査との比較 

いずれの調査においても「仕事をし続けた方がよい」が最も多いが、区が 54.7％に対して国が 61.0％

と区の方が 6.3ポイント少ない。 

図表Ⅰ－44 女性の就業に対する考え方（単数回答）【令和元（2019）年度内閣府調査との比較】 

 

※令和元（2019）内閣府調査では「無回答」は含まない。 

 

  

54.7

34.8

1.7

4.3

4.0

3.1

20.9

20.8

1.5

2.0

11.3

20.8

3.5

12.0

2.5

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区民

(n=479)

青少年

(n=351)

仕事をし続けた方がよい

結婚するまでは仕事をした方がよい

子どもが生まれるまでは仕事をした方がよい

子どもができたら仕事を辞め、子育てが終われば仕事に復帰する方がよい

女性は仕事をしないで、家庭を守った方がよい

その他

わからない

無回答

仕事をし続け

た方がよい

結婚するまで
は仕事をした

方がよい

子どもが生ま
れるまでは仕

事をした方が
よい

子どもができ
たら仕事を辞
め、子育てが

終われば仕事
に復帰する方

がよい

女性は仕事を
しないで、家

庭を守った方
がよい

その他 わからない 無回答

区 54.7 1.7 4.0 20.9 1.5 11.3 3.5 2.5

国 61.0 4.8 6.5 20.3 3.9 1.7 1.7 -
全体
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付問 15－１ 問 15 で「１」～「６」を選択した方にお聞きします。あなたが、問 15 の回答のように考

える理由は何ですか。（○はいくつでも） 

「女性も経済力を持った方がよいと思うから」が 62.0％と最も多く、次いで「働くことを通じて自己

実現が図れると思うから」が 56.7％、「女性の能力を活用しないのはもったいないと思うから」が 56.4％

となっている。 

性別でみると、女性は「女性も経済力を持った方がよいと思うから」が 67.0％と最も多いのに対して、男

性は「女性の能力を活用しないのはもったいないと思うから」が 62.0％と最も多い。 

図表Ⅰ－45 女性の就業に対する考え方の理由（複数回答） 

  

56.7

62.0

38.7

56.4

17.6

13.6

1.8

8.0

5.3

3.6

12.2

0.7

0.2

0.7

58.7

67.0

35.2

53.4

14.0

12.9

1.9

8.0

6.4

3.4

14.4

0.4

0.4

0.8

55.3

55.3

44.1

62.0

23.5

14.5

1.7

8.4

3.9

3.4

9.5

1.1

0.0

0.6

0% 20% 40% 60% 80%

働くことを通じて自己実現が

図れると思うから

女性も経済力を持った方が

よいと思うから

夫婦で働いた方が

多くの収入を得られるから

女性の能力を活用しないのは

もったいないと思うから

少子高齢化で働き手が減少しているので、

女性も働いた方がよいと思うから

子どもは母親が家で面倒を

見た方がよいと思うから

保育料などを払うより、母親が家で子ども

の面倒を見る方が合理的だと思うから

仕事と家庭の両立支援が

十分ではないと思うから

働き続けるのは大変そうだと思うから

女性は家庭を守るべきだと思うから

その他

特にない

わからない

無回答

全体(n=450)

女性(n=264)

男性(n=179)
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■平成28（2016）年度区調査との比較 

平成 28（2016）年度は「女性の能力を活用しないのはもったいないと思うから」が 48.2％で最も多く、

次いで「女性も経済力を持った方がよいと思うから」が 40.6％となっていたが、令和２（2020）年度は

「女性も経済力を持った方がよいと思うから」が 62.0％で最も多く、次いで「働くことを通じて自己実

現を図れると思うから」が 56.7％となり、上位２位が変わっている。 

特に「女性も経済力を持った方がよいと思うから」は 40.6％から 62.0％へ 21.4 ポイント増加してお

り、女性の経済的自立を重視する考え方が増加していることが伺える。 

図表Ⅰ－46 女性の就業に対する考え方の理由（複数回答）【平成 28（2016）年度区調査との比較】 

 

 

※「特にない」「わからない」の選択肢は令和２（2020）年度区調査より追加された。 

  

合計

働くことを通

じて自己実現
が図れると思

うから

女性も経済力

を持った方が
よいと思う

から

夫婦で働いた

方が多くの収
入を得られる

から

女性の能力を

活用しないの
はもったいな
いと思うから

少子高齢化で
働き手が減少

しているの
で、女性も働
いた方がよい

と思うから

子どもは母親

が家で面倒を
見た方がよい
と思うから

保育料などを
払うより、母

親が家で子ど
もの面倒を見
る方が合理的

だと思うから

Ｒ２ (n=450) 56.7 62.0 38.7 56.4 17.6 13.6 1.8

Ｈ28 (n=739) 38.8 40.6 25.2 48.2 17.1 24.6 5.3

Ｒ２ (n=264) 58.7 67.0 35.2 53.4 14.0 12.9 1.9

Ｈ28 (n=435) 41.8 45.7 25.5 47.8 17.0 23.2 5.3

Ｒ２ (n=179) 55.3 55.3 44.1 62.0 23.5 14.5 1.7

Ｈ28 (n=285) 33.7 32.3 24.6 47.7 17.2 26.7 4.9

女性

全体

男性

合計

仕事と家庭の

両立支援が十
分ではないと
思うから

働き続けるの
は大変そうだ
と思うから

女性は家庭を
守るべきだと
思うから

その他 特にない わからない 無回答

Ｒ２ (n=450) 8.0 5.3 3.6 12.2 0.7 0.2 0.7

Ｈ28 (n=739) 18.3 9.9 6.0 13.0 - - 2.4

Ｒ２ (n=264) 8.0 6.4 3.4 14.4 0.4 0.4 0.8

Ｈ28 (n=435) 19.3 9.4 5.3 14.7 - - 2.3

Ｒ２ (n=179) 8.4 3.9 3.4 9.5 1.1 0.0 0.6

Ｈ28 (n=285) 17.2 10.5 6.3 10.5 - - 2.5

女性

全体

男性
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問 16 育児休業や介護休業は男性も女性も取ることができる制度ですが、あなたは、男性がそれらの休

暇を取得することについて、どのように思いますか。（○は１つ） 

「育児休業・介護休業を取った方がよい」が 45.5％と最も多く、次いで「取得した方がよいと思うが、

現実的には休めない」が 37.8％、「わからない」が 5.2％となっている。 

性別でみると、女性も男性も同様に「育児休業・介護休業を取った方がよい」が最も多く、次いで「取

得した方がよいと思うが、現実的には休めない」となっており、性別による差はあまりみられない。 

図表Ⅰ－47 男性の育児・介護休業に対する考え方（単数回答） 

 

 

■平成28（2016）年度区調査との比較 

平成 28（2016）年度区調査は「取得した方がよいと思うが、現実的には休めない」が最も多く、次い

で「育児休業・介護休業を取った方がよい」が多かったが、全体・女性・男性のいずれも上位２位が入れ

替わり、育児・介護休業に対する認識が変わってきていることが伺える。特に男性の変化が大きく、「取

得した方がよいと思うが、現実的には休めない」が 55.1％から 35.9％へ 19.2ポイント減少し、「育児休

業・介護休業を取った方がよい」が 30.5％から 47.9％へ 17.4ポイント増加している。 

図表Ⅰ－48 男性の育児・介護休業に対する考え方（単数回答）【平成 28（2016）年度区調査との比較】 

 

※「わからない」の選択肢は令和２（2020）年度区調査より追加された。  

45.5

43.9

47.9

37.8

39.9

35.9

4.6

2.9

6.3

4.4

5.4

3.1

5.2

5.4

4.7

2.5

2.5

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

育児休業・介護休業を取った方がよい

取得した方がよいと思うが、現実的には休めない

取得する必要はない

女性が取得した方がよい

わからない

無回答

合計

育児休業・
介護休業を

取った方が

よい

取得した方が
よいと思う

が、現実的に

は休めない

取得する

必要はない

女性が取得し

た方がよい
わからない 無回答

Ｒ２ (n=479) 45.5 37.8 4.6 4.4 5.2 2.5

Ｈ28 (n=739) 34.2 52.5 3.0 6.1 - 4.2

Ｒ２ (n=278) 43.9 39.9 2.9 5.4 5.4 2.5

Ｈ28 (n=435) 36.8 50.8 2.5 6.0 - 3.9

Ｒ２ (n=192) 47.9 35.9 6.3 3.1 4.7 2.1

Ｈ28 (n=285) 30.5 55.1 3.5 6.3 - 4.6

全体

男性

女性
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付問 16－１ 問 16で「２ 取得した方がよいと思うが、現実的には休めない」を選択した方にお聞きし

ます。具体的にどのような条件があれば、取得できると思いますか。（○は３つまで） 

「上司や同僚などの理解や協力があること」が 79.0％と最も多く、次いで「昇進や昇格に影響がない

こと」が 58.0％、「休業中の代替要員が確保されること」が 35.4％となっている。 

性別でみると、女性も男性も同様に「上司や同僚などの理解や協力があること」が最も多いが、女性は

84.7％に対して男性は 71.0％と女性の方が 13.7ポイント多い。 

図表Ⅰ－49 男性の・育児・介護休業に必要な条件（複数回答） 

 

  

79.0

17.1

32.0

58.0

35.4

30.4

4.4

0.6

84.7

16.2

37.8

64.9

32.4

31.5

2.7

0.9

71.0

18.8

21.7

46.4

40.6

29.0

7.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上司や同僚などの理解や協力があること

以前に取得した人の事例があること

育児・介護休業給付を超える

経済的支援が受けられること

昇進や昇格に影響がないこと

休業中の代替要員が確保されること

職場への復帰に際しての支援があること

その他

無回答

全体(n=181)

女性(n=111)

男性(n=69)
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６．ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）や性暴力・性被害について 

問 17 ア：あなたは、これまでに配偶者やパートナーから、次の項目①～⑩のような行為をされたこと

や見聞きしたことはありますか。（それぞれの項目について数字に○を２つまで） 

いずれの項目においても、「されたことも見聞きしたこともない」が最も多い。自分がされたことのあ

る行為では、項目②「大声でどなられる、命令される、脅されるなど、恐怖を感じる言葉を言われた」が

16.5％と最も多く、次いで項目①「殴る、蹴る、突き飛ばす、物を投げつけるなど、暴力行為を受けた」

が 10.4％、項目③「「誰のおかげで生活できるんだ」「かいしょうなし」など、傷つく言葉を言われた」

が 9.6％となっている。周りの人がされているのを見聞きしたことがある行為でも、同様の項目が多い。  

図表Ⅰ－50 ＤＶを受けた・見聞きした経験（複数回答） 

  

10.4 

16.5 

9.6 

6.1 

7.1 

5.8 

4.0 

3.5 

1.7 

0.2 

25.7 

26.5 

23.2 

14.2 

19.6 

17.3 

15.9 

12.9 

6.7 

7.3 

58.5 

50.9 

59.5 

70.8 

64.7 

68.5 

71.8 

74.9 

82.5 

82.9 

7.5 

7.9 

9.0 

10.0 

9.8 

9.2 

9.2 

9.0 

9.4 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=479）

①殴る、蹴る、突き飛ばす、物を投げつける

など、暴力行為を受けた

②大声でどなられる、命令される、脅される

など、恐怖を感じる言葉を言われた

③「誰のおかげで生活できるんだ」「かい

しょうなし」など、傷つく言葉を言われた

④長期間に渡って無視し続けられた

⑤家族や友人との関わりや、通勤・通学・

遊びのため外出するのを制限された

⑥交友関係や電話・メールなどを

細かく監視された

⑦必要な生活費を渡されなかったり、

自由にお金を使えないようにされた

⑧いやがっているのに性的な行為を強要

されたり、避妊に協力してもらえなかった

⑨アダルトビデオやポルノ雑誌を無理に

見させられた

⑩別れた恋人や配偶者に対する報復として、

わいせつな写真や映像を、インターネット

などで不特定多数に配布・公開された

自分がされたことがある

周りの人がされているのを見聞きしたことがある

されたことも見聞きしたこともない

無回答
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■平成28（2016）年度区調査との比較 

ＤＶを受けた経験の有無（前頁の項目①～⑩のうち１つでも「自分がされたことがある」と回答した

人）は、女性は 23.6％から 30.9％へ 7.3ポイント増加、男性は 6.2％から 15.1％に 8.9ポイント増加し

ている。 

図表Ⅰ－51 ＤＶを受けた経験【平成 28（2016）年度区調査との比較】 

 

 

■性別でみるＤＶを受けた経験の有無 

「自分がされたことがある」について、いずれの項目においても、女性の方が多い。特に項目②「大声

でどなられる、命令される、脅されるなど、恐怖を感じる言葉を言われた」では、女性は 21.2％に対し

て男性は 9.9％と女性の方が 11.3ポイント多い。 

図表Ⅰ－52 性別でみるＤＶを受けた・見聞きした経験（複数回答） 

【女性】(n=278)                       【男性】(n=192) 

 

  

合計
ＤＶを受けた

ことがある

ＤＶを受けた

ことはない

Ｒ２ (n=278) 30.9 69.1

Ｈ28 (n=435) 23.6 76.4

Ｒ２ (n=192) 15.1 84.9

Ｈ28 (n=285) 6.2 93.8

女性

男性

11.9

21.2

12.9

6.5

8.6

6.5

4.7

5.0

2.9

0.4

30.2

25.2

24.8

14.0

20.5

18.7

17.3

13.7

5.8

6.5

54.3

48.2

55.8

70.1

62.9

67.6

71.2

74.1

83.5

84.9

5.8

7.2

7.6

9.7

8.6

7.6

6.8

7.2

7.9

8.3

0%20%40%60%80%100%

8.3

9.9

4.7

5.2

4.7

4.7

3.1

1.6

0.0

0.0

19.8

29.2

21.4

14.6

18.8

15.6

13.5

11.5

7.3

7.8

65.1

55.2

65.6

72.9

68.2

70.8

74.0

77.1

82.8

81.8

8.9

7.8

9.9

9.4

10.4

10.4

11.5

10.9

10.4

11.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分がされたことがある

周りの人がされているのを見聞きしたことがある

されたことも見聞きしたこともない

無回答

①殴る、蹴る、突き飛ばす、物を投げつける

など、暴力行為を受けた

⑩別れた恋人や配偶者に対する報復として、

わいせつな写真や映像を、インターネットなど

で不特定多数に配布・公開された

②大声でどなられる、命令される、脅される

など、恐怖を感じる言葉を言われた

③「誰のおかげで生活できるんだ」「かいしょ

うなし」など、傷つく言葉を言われた

④長期間に渡って無視し続けられた

⑤家族や友人との関わりや、通勤・通学・遊び

のため外出するのを制限された

⑥交友関係や電話・メールなどを

細かく監視された

⑦必要な生活費を渡されなかったり、

自由にお金を使えないようにされた

⑧いやがっているのに性的な行為を

強要されたり、避妊に協力してもらえなかった

⑨アダルトビデオやポルノ雑誌を

無理に見させられた

11.9

21.2

12.9

6.5

8.6

6.5

4.7

5.0

2.9

0.4

30.2

25.2

24.8

14.0

20.5

18.7

17.3

13.7

5.8

6.5

54.3

48.2

55.8

70.1

62.9

67.6

71.2

74.1

83.5

84.9

5.8

7.2

7.6

9.7

8.6

7.6

6.8

7.2

7.9

8.3

0%20%40%60%80%100%

8.3

9.9

4.7

5.2

4.7

4.7

3.1

1.6

0.0

0.0

19.8

29.2

21.4

14.6

18.8

15.6

13.5

11.5

7.3

7.8

65.1

55.2

65.6

72.9

68.2

70.8

74.0

77.1

82.8

81.8

8.9

7.8

9.9

9.4

10.4

10.4

11.5

10.9

10.4

11.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分がされたことがある

周りの人がされているのを見聞きしたことがある

されたことも見聞きしたこともない

無回答

①殴る、蹴る、突き飛ばす、物を投げつける

など、暴力行為を受けた

⑩別れた恋人や配偶者に対する報復として、

わいせつな写真や映像を、インターネットなど

で不特定多数に配布・公開された

②大声でどなられる、命令される、脅される

など、恐怖を感じる言葉を言われた

③「誰のおかげで生活できるんだ」「かいしょ

うなし」など、傷つく言葉を言われた

④長期間に渡って無視し続けられた

⑤家族や友人との関わりや、通勤・通学・遊び

のため外出するのを制限された

⑥交友関係や電話・メールなどを

細かく監視された

⑦必要な生活費を渡されなかったり、

自由にお金を使えないようにされた

⑧いやがっているのに性的な行為を

強要されたり、避妊に協力してもらえなかった

⑨アダルトビデオやポルノ雑誌を

無理に見させられた
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問 17 イ：配偶者やパートナーによるこれらの行為をＤＶだと思いますか。 

（それぞれの項目について○を１つずつ） 

項目①「殴る、蹴る、突き飛ばす、物を投げつけるなど、暴力行為を受けた」などの身体的暴力や項目

⑧「いやがっているのに性的な行為を強要されたり、避妊に協力してもらえなかった」や項目⑩「別れた

恋人や配偶者に対する報復として、わいせつな写真や映像を、インターネットなどで不特定多数に配布・

公開された」などの性的暴力と比較して、項目⑤「家族や友人との関わりや、通勤・通学・遊びのため外

出するのを制限された」などの精神的暴力は、「どのような場合でもＤＶだと思う」の割合が低い。 

 また、他の設問と比較して、いずれの項目においても「無回答」の割合が高い。 

図表Ⅰ－53 ＤＶに対する認識（単数回答） 

 

  

82.9 

76.2 

70.6 

61.6 

57.4 

60.1 

67.8 

81.0 

77.7 

82.3 

4.2 

9.8 

13.2 

20.3 

23.0 

21.9 

14.2 

3.5 

4.0 

1.7 

1.0 

1.5 

3.3 

4.2 

5.4 

4.2 

3.8 

1.7 

4.0 

1.7 

11.9 

12.5 

12.9 

14.0 

14.2 

13.8 

14.2 

13.8 

14.4 

14.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=479）

①殴る、蹴る、突き飛ばす、

物を投げつけるなど、暴力行為を受けた

②大声でどなられる、命令される、脅されるなど、

恐怖を感じる言葉を言われた

③「誰のおかげで生活できるんだ」「かいしょうなし」

など、傷つく言葉を言われた

④長期間に渡って無視し続けられた

⑤家族や友人との関わりや、通勤・通学・

遊びのため外出するのを制限された

⑥交友関係や電話・メールなどを細かく監視された

⑦必要な生活費を渡されなかったり、

自由にお金を使えないようにされた

⑧いやがっているのに性的な行為を強要されたり、

避妊に協力してもらえなかった

⑨アダルトビデオやポルノ雑誌を無理に見させられた

⑩別れた恋人や配偶者に対する報復として、

わいせつな写真や映像を、インターネットなどで

不特定多数に配布・公開された

どのような場合でもＤＶだと思う 相手に非があればＤＶにはならない

ＤＶだと思わない 無回答
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■性別でみるＤＶに対する認識 

「どのような場合でもＤＶだと思う」について、いずれの項目においても、女性の方が割合が高い。特

に項目⑤「家族や友人との関わりや、通勤・通学・遊びのため外出するのを制限された」では、女性は

63.7％に対して男性は 50.0％と女性の方が 13.7ポイント多い。 

図表Ⅰ－54 性別でみるＤＶに対する認識（単数回答） 

  

86.7

79.7

81.7

70.3

74.8

66.7

66.9

55.7

63.7

50.0

65.5

54.2

72.7

63.0

84.9

77.1

80.9

75.0

86.3

78.6

2.9

5.2

7.2

13.0

11.9

14.6

18.0

23.4

20.5

26.0

20.1

24.0

14.0

13.5

2.5

4.2

3.2

4.2

1.1

1.6

1.1

1.0

1.1

2.1

2.5

4.2

2.9

5.7

3.6

8.3

2.9

6.3

1.8

6.3

1.1

2.6

4.0

4.2

1.1

2.6

9.4

14.1

10.1

14.6

10.8

14.6

12.2

15.1

12.2

15.6

11.5

15.6

11.5

17.2

11.5

16.1

11.9

16.7

11.5

17.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

(n=278)

男性

(n=192)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

どのような場合でもＤＶだと思う

相手に非があればＤＶにはならない

ＤＶだと思わない

無回答

①殴る、蹴る、突き飛ばす、物

を投げつけるなど、暴力行為を

受けた

②大声でどなられる、命令され

る、脅されるなど、恐怖を感じ

る言葉を言われた

④長期間に渡って無視し続けら

れた

③「誰のおかげで生活できるん

だ」「かいしょうなし」など、

傷つく言葉を言われた

⑤家族や友人との関わりや、通

勤・通学・遊びのため外出する

のを制限された

⑥交友関係や電話・メールなど

を細かく監視された

⑦必要な生活費を渡されなかっ

たり、自由にお金を使えないよ

うにされた

⑧いやがっているのに性的な行

為を強要されたり、避妊に協力

してもらえなかった

⑨アダルトビデオやポルノ雑誌

を無理に見させられた

⑩別れた恋人や配偶者に対する

報復として、わいせつな写真や

映像を、インターネットなどで

不特定多数に配布・公開された
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■平成28（2016）年度区調査との比較 

いずれの項目においても「どのような場合でもＤＶだと思う」が増加しているが、「ＤＶと思わない」

との回答も依然として一定数おり、相手に非があるなど状況によって認識を変える人も少なくない。Ｄ

Ｖに対する認識が進んでいるものの、まだ十分ではないことが伺える。 

図表Ⅰ－55 ＤＶに対する認識（単数回答）【平成 28（2016）年度区調査との比較】 

 

82.9

72.3

76.2

62.1

70.6

60.9

61.6

55.3

57.4

51.7

60.1

53.0

67.8

56.4

81.0

75.4

77.7

68.2

82.3

76.0

4.2

8.8

9.8

18.0

13.2

15.6

20.3

18.7

23.0

21.5

21.9

20.3

14.2

18.4

3.5

2.7

4.0

5.1

1.7

1.2

1.0

3.4

1.5

4.1

3.3

5.8

4.2

7.8

5.4

9.5

4.2

9.2

3.8

7.4

1.7

4.2

4.0

8.1

1.7

4.5

11.9

15.6

12.5

15.8

12.9

17.7

14.0

18.1

14.2

17.3

13.8

17.5

14.2

17.7

13.8

17.7

14.4

18.5

14.4

18.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

どのような場合でもＤＶだと思う 相手に非があればＤＶにはならない

ＤＶだと思わない 無回答

①殴る、蹴る、突き飛ばす、物

を投げつけるなど、暴力行為を

受けた

②大声でどなられる、命令され

る、脅されるなど、恐怖を感じ

る言葉を言われた

④長期間に渡って無視し続けら

れた

③「誰のおかげで生活できるん

だ」「かいしょうなし」など、

傷つく言葉を言われた

⑤家族や友人との関わりや、通

勤・通学・遊びのため外出する

のを制限された

⑥交友関係や電話・メールなど

を細かく監視された

⑦必要な生活費を渡されなかっ

たり、自由にお金を使えないよ

うにされた

⑧いやがっているのに性的な行

為を強要されたり、避妊に協力

してもらえなかった

⑨アダルトビデオやポルノ雑誌

を無理に見させられた

⑩別れた恋人や配偶者に対する

報復として、わいせつな写真や

映像を、インターネットなどで

不特定多数に配布・公開された
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■青少年向け調査との比較 

青少年も同様に、身体的暴力（項目①など）や、性的暴力（項目⑧など）と比較して、精神的暴力（項

目⑤など）については、「どんな場合でもデートＤＶにあたる」の割合が低い。 

図表Ⅰ－56 ＤＶ（デートＤＶ）に対する認識（単数回答）【青少年向け調査との比較】 

 
※青少年向け調査では、区民向け調査の項目⑨⑩にあたる設問はない。  

82.9

84.9

76.2

74.4

70.6

74.4

61.6

56.4

57.4

63.5

60.1

67.5

67.8

82.6

81.0

89.2

77.7

0.0

82.3

0.0

4.2

8.3

9.8

17.9

13.2

16.8

20.3

31.3

23.0

20.8

21.9

21.4

14.2

8.5

3.5

3.7

4.0

1.7

1.0

2.3

1.5

2.8

3.3

3.7

4.2

7.4

5.4

10.3

4.2

6.3

3.8

4.3

1.7

2.6

4.0

1.7

11.9

4.6

12.5

4.8

12.9

5.1

14.0

4.8

14.2

5.4

13.8

4.8

14.2

4.6

13.8

4.6

14.4

14.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区民

(n=479)

青少年

(n=351)

区民

(n=479)

青少年

(n=351)

区民

(n=479)

青少年

(n=351)

区民

(n=479)

青少年

(n=351)

区民

(n=479)

青少年

(n=351)

区民

(n=479)

青少年

(n=351)

区民

(n=479)

青少年

(n=351)

区民

(n=479)

青少年

(n=351)

区民

(n=479)

青少年

(n=351)

区民

(n=479)

青少年

(n=351)

どのような場合でもＤＶだと思う

相手に非があればＤＶにはならない

ＤＶだと思わない

無回答

①殴る、蹴る、突き飛ばす、物

を投げつけるなど、暴力行為を

受けた

⑥交友関係や電話・メールなど

を細かく監視された

⑤家族や友人との関わりや、通

勤・通学・遊びのため外出する

のを制限された

④長期間に渡って無視し続けら

れた

③「誰のおかげで生活できるん

だ」「かいしょうなし」など、

傷つく言葉を言われた

②大声でどなられる、命令され

る、脅されるなど、恐怖を感じ

る言葉を言われた

⑦必要な生活費を渡されなかっ

たり、自由にお金を使えないよ

うにされた

⑩別れた恋人や配偶者に対する

報復として、わいせつな写真や

映像を、インターネットなどで

不特定多数に配布・公開された

⑨アダルトビデオやポルノ雑誌

を無理に見させられた

⑧いやがっているのに性的な行

為を強要されたり、避妊に協力

してもらえなかった

82.9

84.9

76.2

74.4

70.6

74.4

61.6

56.4

57.4

63.5

60.1

67.5

67.8

82.6

81.0

89.2

77.7

0.0

82.3

0.0

4.2

8.3

9.8

17.9

13.2

16.8

20.3

31.3

23.0

20.8

21.9

21.4

14.2

8.5

3.5

3.7

4.0

1.7

1.0

2.3

1.5

2.8

3.3

3.7

4.2

7.4

5.4

10.3

4.2

6.3

3.8

4.3

1.7

2.6

4.0

1.7

11.9

4.6

12.5

4.8

12.9

5.1

14.0

4.8

14.2

5.4

13.8

4.8

14.2

4.6

13.8

4.6

14.4

14.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区民

(n=479)

青少年

(n=351)

区民

(n=479)

青少年

(n=351)

区民

(n=479)

青少年

(n=351)

区民

(n=479)

青少年

(n=351)

区民

(n=479)

青少年

(n=351)

区民

(n=479)

青少年

(n=351)

区民

(n=479)

青少年

(n=351)

区民

(n=479)

青少年

(n=351)

区民

(n=479)

青少年

(n=351)

区民

(n=479)

青少年

(n=351)

どのような場合でもＤＶ（デートＤＶ）だと思う

相手に非があればＤＶ（デートＤＶ）にはならない

ＤＶ（デートＤＶ）だと思わない

無回答

①殴る、蹴る、突き飛ばす、物

を投げつけるなど、暴力行為を

受けた

⑥交友関係や電話・メールなど

を細かく監視された

⑤家族や友人との関わりや、通

勤・通学・遊びのため外出する

のを制限された

④長期間に渡って無視し続けら

れた

③「誰のおかげで生活できるん

だ」「かいしょうなし」など、

傷つく言葉を言われた

②大声でどなられる、命令され

る、脅されるなど、恐怖を感じ

る言葉を言われた

⑦必要な生活費を渡されなかっ

たり、自由にお金を使えないよ

うにされた

⑩別れた恋人や配偶者に対する

報復として、わいせつな写真や

映像を、インターネットなどで

不特定多数に配布・公開された

⑨アダルトビデオやポルノ雑誌

を無理に見させられた

⑧いやがっているのに性的な行

為を強要されたり、避妊に協力

してもらえなかった
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付問 17－１ 問 17 アのいずれかの項目で「１ 自分がされたことがある」を選択した方にお聞きしま

す。あなたは、問 17の項目①～⑩のような行為をされたことを誰かに相談したり、打ち明

けたりしましたか。（○は１つ） 

「相談しようとは思わなかった」が 37.9％で最も多く、次いで「相談した」が 27.6％、「相談したかっ

たが、できなかった」が 12.1％となっている。 

性別でみると、「相談した」は、女性が 31.4％に対して男性は 13.8％と男性の方が 17.6ポイント少な

く、女性よりも男性の方が相談に結びつきにくい傾向があることが伺える（ただし、「男性」は分析軸と

なる項目の母数が少ないため参考に留まる）。 

また、ハラスメント被害の相談状況（P111・付問 21－１）では、「相談した」は、女性が 48.3％に対し

て男性が 27.5％となっており、ＤＶ被害者の方が女性は 16.9 ポイント、男性は 13.7 ポイント少なく、

ＤＶの方がより被害を打ち明けにくい状況がみられ、被害が潜在化しやすいことが伺える。 

図表Ⅰ－57 ＤＶを受けた際の相談状況（単数回答） 

 

■平成28（2016）年度区調査との比較 

「相談した」が全体で 16.7％から 27.6％へ 10.9ポイント増加している。また、“相談しなかった”（「相

談したかったが、できなかった」と「相談しようとは思わなかった」の合計）は、全体で 56.7％から 50.0％

へ 6.7ポイント減少している。 

図表Ⅰ－58 ＤＶを受けた際の相談状況（単数回答）【平成 28（2016）年度区調査との比較】 

 

27.6

31.4

13.8

12.1

12.8

10.3

37.9

34.9

48.3

22.4

20.9

27.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=116)

女性

(n=86)

男性

(n=29)

相談した 相談したかったが、できなかった

相談しようとは思わなかった 無回答

27.6

16.7

31.4

23.6

13.8

6.2

12.1

5.0

12.8

6.7

10.3

0.9

37.9

51.7

34.9

48.2

48.3

59.3

22.4

26.5

20.9

21.5

27.6

33.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ２

(n=116)

Ｈ28

(n=317)

Ｒ２

(n=86)

Ｈ28

(n=195)

Ｒ２

(n=29)

Ｈ28

(n=113)

相談した 相談したかったが、できなかった

相談しようとは思わなかった 無回答

全体

女性

男性
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付問 17－２ 付問 17－１で「１ 相談した」を選択した方にお聞きします。あなたが相談した相手はど

なたですか。（○はいくつでも） 

「友人・知人」が 62.5％と最も多く、次いで「親族」が 56.3％、「弁護士、法テラス（日本司法支援セ

ンター）、家庭裁判所など」が 18.8％となっている。 

図表Ⅰ－59 ＤＶを受けた際の相談先（複数回答） 

 
  

56.3

62.5

12.5

6.3

3.1

0.0

15.6

0.0

18.8

9.4

3.1

0.0

6.3

3.1

55.6

66.7

11.1

7.4

3.7

0.0

14.8

0.0

22.2

11.1

3.7

0.0

7.4

0.0

75.0

50.0

25.0

0.0

0.0

0.0

25.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

親族

友人・知人

千代田区男女共同参画センターＭＩＷ

千代田区男女共同参画センターＭＩＷ以外

の千代田区の相談

東京都の相談（東京ウィメンズプラザや

東京都女性相談センターなど）

国の相談（ＤＶ相談＋など）

警察

民生・児童委員、人権擁護委員など

弁護士、法テラス（日本司法支援

センター）、家庭裁判所など

医師、カウンセラーなど

民間シェルター

民間支援団体（市民グループなど）

その他

無回答

全体(n=32)

女性(n=27)

男性(n=4)
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問 18 次のうち、あなたが知っているＤＶに関する相談先はどこですか。（○はいくつでも） 

「警察」が 55.3％と最も多く、次いで「弁護士、法テラス（日本司法支援センター）、家庭裁判所など」

が 34.0％、「医師、カウンセラーなど」が 19.2％となっている。 

性別でみると、女性も男性も同様に「警察」が最も多く、次いで「弁護士、法テラス（日本司法支援セ

ンター）、家庭裁判所など」となっており、性別による差はあまりみられない。 

図表Ⅰ－60 知っているＤＶに関する相談先（複数回答） 

 

 

  

18.8

6.1

16.9

12.5

55.3

8.8

34.0

19.2

10.6

6.3

1.5

13.2

15.2

19.4

6.8

19.8

14.0

54.7

7.2

34.5

21.9

14.0

6.8

1.8

11.9

16.2

17.7

5.2

13.0

10.9

57.8

11.5

34.4

16.1

6.3

5.7

1.0

14.6

12.5

0% 20% 40% 60% 80%

千代田区男女共同参画センターＭＩＷ

千代田区男女共同参画センターＭＩＷ

以外の千代田区の相談

東京都の相談（東京ウィメンズプラザや

東京都女性相談センターなど）

国の相談（ＤＶ相談＋など）

警察

民生・児童委員、人権擁護委員など

弁護士、法テラス（日本司法支援

センター）、家庭裁判所など

医師、カウンセラーなど

民間シェルター

民間支援団体（市民グループなど）

その他

知っている相談先はない

無回答

全体(n=479)

女性(n=278)

男性(n=192)
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問 19 テレビ、ＤＶＤ、インターネット、映画、新聞、雑誌、広告などのメディアにおける性、暴力表

現について、あなたは日ごろどのように感じていますか。（○は３つまで） 

「性・暴力表現を見たくない人や、子どもの目にふれないような配慮がたりない」が 40.5％と最も多

く、次いで「女性の性的な面を強調する表現が目立つ」が 27.1％、「社会全体の性や暴力に関する倫理観

が損なわれている」が 25.5％となっている。 

性別でみると、女性も男性も同様に「性・暴力表現を見たくない人や、子どもの目にふれないような配

慮がたりない」が最も多いが、女性は 46.0％に対して男性は 33.9％と女性の方が 12.1 ポイント多い。

また、「特に問題ない」は、女性は 11.5％に対して男性は 26.0％と男性の方が 14.5ポイント多く、性別

により考え方に違いがみられる。 

図表Ⅰ－61 メディアにおける性、暴力表現に対する考え方（複数回答） 

 

  

27.1

18.8

25.5

40.5

2.7

17.5

13.6

4.8

29.9

19.8

25.9

46.0

3.6

11.5

13.7

5.0

24.0

17.7

25.5

33.9

1.6

26.0

13.0

3.1

0% 20% 40% 60%

女性の性的な面を強調する表現が目立つ

性暴力や性犯罪の増加につながる

社会全体の性や暴力に関する

倫理観が損なわれている

性・暴力表現を見たくない人や、子どもの

目にふれないような配慮がたりない

その他

特に問題ない

わからない

無回答

全体(n=479)

女性(n=278)

男性(n=192)
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■年齢別でみるメディアにおける性、暴力表現に対する考え方（男性） 

女性より男性の方が 14.5ポイント多かった「特に問題ない」について、男性の年齢別でみると、特に

30歳代以下が他の年代より多い。  

図表Ⅰ－62 年齢別でみるメディアにおける性、暴力表現に対する考え方（複数回答） 

 

 

問 20 最近、ＡＶ（アダルトビデオ）出演強要問題やいわゆる「ＪＫビジネス」など、特に若年層が性

的な被害に遭う問題が発生しています。あなたは、これらの問題を知っていますか。 

（それぞれの項目について○は１つ） 

認知度が最も高いのは、「ＡＶ（アダルトビデオ）出演強要問題」が 73.7％、次いで「レイプドラッグ」

が 64.5％、「ＪＫビジネス」が 60.5％となっている。 

また、いずれの項目においても認知度に性別による差はあまりみられない。 

図表Ⅰ－63 性被害・性暴力に関する問題の認知（単数回答） 

  

合計
女性の性的な
面を強調する
表現が目立つ

性暴力や性犯
罪の増加につ

ながる

社会全体の性
や暴力に関す
る倫理観が損
なわれている

性・暴力表現
を見たくない
人や、子ども
の目にふれな
いような配慮
がたりない

その他
特に

問題ない
わからない 無回答

男性全体 (n=192) 24.0        17.7        25.5        33.9 1.6         26.0 13.0        3.1         

18歳～29歳 (n=22) 18.2        4.5         18.2        22.7 0.0 40.9 9.1         0.0

30歳代 (n=28) 35.7 7.1         3.6         21.4        0.0 53.6 7.1         0.0

40歳代 (n=47) 21.3        12.8        21.3        40.4 2.1         23.4 17.0        0.0

50歳代 (n=29) 27.6 24.1 24.1 24.1 3.4         27.6 10.3        0.0

60歳代 (n=20) 30.0 25.0        25.0        55.0 5.0         15.0        10.0        5.0         

70歳代 (n=29) 24.1        31.0        55.2 37.9 0.0 6.9         10.3        10.3        

80歳以上 (n=17) 5.9         23.5        35.3 35.3 0.0 11.8        29.4 11.8        

73.7

73.4

75.0

60.5

61.2

60.4

64.5

64.0

66.1

12.5

13.7

11.5

17.5

17.6

17.7

12.1

12.6

11.5

10.0

10.1

9.9

18.0

18.0

18.2

19.4

20.1

18.8

3.8

2.9

3.6

4.0

3.2

3.6

4.0

3.2

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

意味を知っている

聞いたことはあるが、意味は知らない

聞いたことがない

無回答

①ＡＶ（アダル

トビデオ）出演

強要問題

②ＪＫビジネス

③レイプドラッグ
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７．ハラスメントについて 

問 21 あなたは職場などでハラスメントを受けたことはありますか。（○は１つ） 

「受けたことも、見たこともない」が 39.2％と最も多く、次いで「受けたことはないが、見たことは

ある」が 28.4％、「パワー・ハラスメントを受けたことがある」が 15.9％となっている。 

性別でみると、女性も男性も同様に「受けたことも、見たこともない」が最も多く、次いで「受けたこ

とはないが、見たことはある」となっている。「受けたことはないが、見たことはある」では、女性が 23.7％

に対して男性が 36.5％と女性の方が 12.8 ポイント多い。また、「セクシュアル・ハラスメントを受けた

ことがある」では、女性が 14.7％に対して男性が 0.0％と女性の方が 14.7ポイント多く、女性の被害が

多い状況が伺えるが、「パワー・ハラスメント受けたことがある」は、女性が 14.0％に対して男性が 19.3％

と男性の方が 5.3％多く、男性の被害が多い状況が伺える。 

図表Ⅰ－64 ハラスメントを受けた経験（単数回答） 

 
 

■平成28（2016）年度区調査との比較 

「セクシュアル・ハラスメント」「マタニティ・ハラスメント」「パワー・ハラスメント」を受けたこと

がある人の合計は、22.2％から 25.8％へ 3.6ポイント増加している。 

図表Ⅰ－65 ハラスメントを受けた経験（単数回答）【平成 28 年度区調査との比較】 

 

※「その他のハラスメントを受けたことがある」の選択肢は、令和２（2020）年度区調査より追加された。  

8.6

14.7

0.0

1.3

1.8

0.0

15.9

14.0

19.3

1.5

1.4

1.6

28.4

23.7

36.5

39.2

38.8

39.1

5.2

5.4

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

セクシュアル・ハラスメントを受けたことがある

マタニティ・ハラスメントを受けたことがある

パワー・ハラスメントを受けたことがある

その他のハラスメントを受けたことがある

受けたことはないが、見たことはある

受けたことも、見たこともない

無回答

合計

セクシュア
ル・ハラスメ

ントを受けた

ことがある

マタニティ・
ハラスメント

を受けたこと

がある

パワー・ハラ
スメントを受

けたことが

ある

その他のハラ
スメントを受

けたことが

ある

受けたことは

ないが、見た

ことはある

受けたこと

も、見たこと

もない

無回答

Ｒ２ (n=479) 8.6 1.3 15.9 1.5 28.4 39.2 5.2

Ｈ28 (n=739) 7.3 1.6 13.3 - 24.4 38.2 15.3

Ｒ２ (n=278) 14.7 1.8 14.0 1.4 23.7 38.8 5.4

Ｈ28 (n=435) 11.0 2.8 11.7 - 19.8 36.8 17.9

Ｒ２ (n=192) 0.0 0.0 19.3 1.6 36.5 39.1 3.6

Ｈ28 (n=285) 1.4 0.0 16.1 - 30.9 40.4 11.2

全体

男性

女性
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付問 21－１ 問 21 で「１ セクシュアル・ハラスメントを受けたことがある」「２ マタニティ・ハラ

スメントを受けたことがある」「３ パワー・ハラスメントを受けたことがある」「４ そ

の他のハラスメントを受けたことがある」を選択した方にお聞きします。あなたは、問 21

の「１」～「４」のような行為をされたことを誰かに相談したり、打ち明けたりしました

か。（○は１つ） 

「相談した」が 42.3％で最も多く、次いで「相談しようとは思わなかった」が 34.6％、「相談したかっ

たが、できなかった」が 22.3％となっている。 

性別でみると、「相談した」について、女性は 48.3％に対して男性は 27.5％と男性の方が 20.8ポイン

ト少なく、ＤＶ被害の相談状況（P105・付問 17－１）と同様に、女性よりも男性の方が相談に結びつき

にくい傾向があることが伺える。 

図表Ⅰ－66 ハラスメントを受けた際の相談状況（単数回答） 

 

  

42.3

48.3

27.5

22.3

24.7

17.5

34.6

27.0

52.5

0.8

0.0

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=130)

女性

(n=89)

男性

(n=40)

相談した 相談したかったが、できなかった

相談しようとは思わなかった 無回答
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付問 21－２ 付問 21－１で「１ 相談した」を選択した方にお聞きします。あなたが相談した相手はど

なたですか。（○はいくつでも） 

「友人・知人」が 47.3％と最も多く、次いで「親族」が 30.9％、「社内相談窓口」が 27.3％となって

いる。 

性別でみると、女性は「友人・知人」が 53.5％で最も多く、次いで「親族」が 34.9％となっている。

男性も「友人・知人」や「親族」が多いが、女性と比較して「弁護士、法テラス（日本司法支援センター）

など」や「医師・カウンセラー」の割合が高く、第三者専門機関へ相談する傾向がみられる（ただし、分

析軸となる項目の母数が少ないため参考に留まる）。 

図表Ⅰ－67 ハラスメントを受けた際の相談先（複数回答） 

 

  

30.9

47.3

1.8

0.0

1.8

1.8

9.1

5.5

27.3

21.8

1.8

34.9

53.5

2.3

0.0

0.0

2.3

7.0

2.3

27.9

27.9

0.0

18.2

27.3

0.0

0.0

0.0

0.0

18.2

18.2

18.2

0.0

9.1

0% 20% 40% 60%

親族

友人・知人

千代田区男女共同参画センターＭＩＷ

千代田区男女共同参画センターＭＩＷ以外

の千代田区の相談

東京都の相談

（東京都ろうどう110番など）

国の相談（総合労働相談コーナーなど）

弁護士、法テラス

（日本司法支援センター）など

医師、カウンセラーなど

社内相談窓口

その他

無回答

全体(n=55)

女性(n=43)

男性(n=11)
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問 22 次のうち、あなたが知っているハラスメントに関する相談先はどこですか。 

（○はいくつでも） 

「弁護士、法テラス（日本司法支援センター）など」が 33.2％と最も多く、次いで「社内相談窓口」

が 30.1％、「知っている相談先はない」が 21.3％となっている。 

性別でみると、女性も男性も同様に「弁護士、法テラス（日本司法支援センター）など」が最も多く、

女性 30.9％、男性 36.5％となっている。次いで「社内相談窓口」が多くなっている。 

図表Ⅰ－68 知っているハラスメントに関する相談先（複数回答） 

 

  

15.7

4.2

13.8

9.0

33.2

15.2

30.1

1.9

21.3

12.9

17.3

5.0

14.0

9.4

30.9

14.4

30.6

2.9

18.0

12.9

13.0

3.1

13.0

8.9

36.5

17.2

30.7

0.5

25.0

12.5

0% 20% 40% 60%

千代田区男女共同参画センターＭＩＷ

千代田区男女共同参画センターＭＩＷ以外

の千代田区の相談

東京都の相談

（東京都ろうどう110番など）

国の相談（総合労働相談コーナーなど）

弁護士、法テラス

（日本司法支援センター）など

医師、カウンセラーなど

社内相談窓口

その他

知っている相談先はない

無回答

全体(n=479)

女性(n=278)

男性(n=192)
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８．ＬＧＢＴｓについて 

問 23 あなたは、今までに性的指向（好きになる性）や性自認（心の性）について悩んだことはありま

すか。または、周囲の人で悩んでいる人はいましたか。（○は１つ） 

「悩んだことがある（今、悩んでいる）」が 1.0％、「悩んだことはないが、周囲に悩んでいる人がいた

（いる）」が 18.2％、「悩んだことはなく、周囲にもいなかった」が 77.2％となっている。 

性別でみると、「悩んだことはないが、周囲に悩んでいる人がいた（いる）」について、女性が 20.1％

に対して男性が 14.6％と女性の方が 5.5ポイント多い。 

図表Ⅰ－69 性的指向や性自認で悩んだ経験と周囲に悩んでいる人の有無（単数回答） 

 

■年齢別でみる性的指向や性自認で悩んだ経験の有無 

「悩んだことがある（今、悩んでいる）」と「悩んだことはないが、周囲に悩んでいる人がいた（いる）」

合計が、特に 18～40歳代で他の年代より多い。 

図表Ⅰ－70 年齢別でみる性的指向や性自認で悩んだ経験と周囲に悩んでいる人の有無（単数回答） 

  

1.0

1.1

1.0

18.2

20.1

14.6

77.2

75.2

82.3

3.5

3.6

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

悩んだことがある（今、悩んでいる）

悩んだことはないが、周囲に悩んでいる人がいた（いる）

悩んだことはなく、周囲にもいなかった

無回答

1.0

5.1

0.0

0.9

0.0

2.0

0.0

0.0

18.2

25.4

24.4

24.8

16.0

12.2

4.1

4.7

77.2

69.5

75.6

74.3

81.5

85.7

91.8

69.8

3.5

0.0

0.0

0.0

2.5

0.0

4.1

25.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=479)

18歳～29歳

(n=59)

30歳代

(n=86)

40歳代

(n=109)

50歳代

(n=81)

60歳代

(n=49)

70歳代

(n=49)

80歳以上

(n=43)

悩んだことがある（今、悩んでいる）

悩んだことはないが、周囲に悩んでいる人がいた（いる）

悩んだことはなく、周囲にもいなかった

無回答
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問 24 あなたは「ＬＧＢＴｓ」という言葉を知っていましたか。（○は１つ） 

「意味を知っている」が 75.4％、「聞いたことはあるが、意味は知らない」が 8.6％、「聞いたことがな

い」が 12.9％となっている。 

性別で認知度をみると、女性が 74.5％に対して男性が 77.6％と男性の方が 3.1ポイント多い。 

図表Ⅰ－71 「ＬＧＢＴｓ」の認知（単数回答） 

 
 

■平成28（2016）年度区調査との比較 

認知度は 74.6％から 75.4％へ 0.8ポイント増加しているが、あまり変化はみられない。 

図表Ⅰ－72 「ＬＧＢＴｓ」の認知（単数回答）【平成 28（2016）年度区調査との比較】 

 
※平成 28（2016）年度区調査は「セクシュアル・マイノリティ（性的少数者）」の認知度を問う設問となっている。 

 

 

  

75.4

74.5

77.6

8.6

7.9

9.9

12.9

14.0

10.9

3.1

3.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

意味を知っている

聞いたことはあるが、意味は知らない

聞いたことがない

無回答

75.4

74.6

8.6

11.2

12.9

11.4

3.1

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

意味を知っている

聞いたことはあるが、意味は知らない

聞いたことがない

無回答
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■青少年向け調査との比較 

認知度は、区民が 75.4％に対して青少年が 76.1％と青少年の方が 0.7ポイント多い。 

図表Ⅰ－73 「ＬＧＢＴｓ」の認知（単数回答）【青少年向け調査との比較】 

 

 

■年齢別でみる「ＬＧＢＴｓ」の認知 

認知度は、50歳代までは 80％台で推移しているが、60歳代以上はその割合が低い。 

図表Ⅰ－74 年齢別でみる「ＬＧＢＴｓ」の認知（単数回答） 

 

  

75.4

76.1

8.6

10.0

12.9

13.1

3.1

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区民

(n=479)

青少年

(n=351)

意味を知っている

聞いたことはあるが、意味は知らない

聞いたことがない

無回答

75.4

88.1

89.5

84.4

84.0

69.4

51.0

25.6

8.6

5.1

2.3

8.3

8.6

10.2

20.4

11.6

12.9

6.8

8.1

7.3

4.9

20.4

22.4

41.9

3.1

0.0

0.0

0.0

2.5

0.0

6.1

20.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=479)

18歳～29歳

(n=59)

30歳代

(n=86)

40歳代

(n=109)

50歳代

(n=81)

60歳代

(n=49)

70歳代

(n=49)

80歳以上

(n=43)

意味を知っている

聞いたことはあるが、意味は知らない

聞いたことがない

無回答
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問 25 あなたは、ＬＧＢＴｓの方々の人権を守るために、どのようなことに力を入れていくべきだと思

いますか。（○は３つまで） 

「正しい理解を深めるための教育を学校で行う」「ＬＧＢＴｓであっても不利な取り扱いを受けないよ

う法律や制度を整備する」が 57.6％と最も多く、次いで「相談・支援体制を充実させる」が 33.4％とな

っている。 

図表Ⅰ－75 ＬＧＢＴｓの人権を守るために力を入れていくべきこと（複数回答） 

 

■青少年向け調査との比較 

青少年も同様に「正しい理解を深めるための教育を学校で行う」が最も多いが、その割合は、区民が

57.6％に対して青少年は 65.2％と青少年の方が 7.6 ポイント多い。また、「相談・支援体制を充実させ

る」も多いが、その割合は、区民が 33.4％に対して青少年が 54.4％と青少年の方が 21.0ポイント多い。 

図表Ⅰ－76 ＬＧＢＴｓの人権を守るために力を入れていくべきこと（複数回答）【青少年向け調査との比較】 

  

57.6

31.3

33.4

57.6

2.3

5.0

7.9

3.3

62.2

28.1

34.2

59.4

2.5

2.2

8.6

3.6

52.6

37.0

33.9

56.8

2.1

8.3

6.3

2.1

0% 20% 40% 60% 80%

正しい理解を深めるための

教育を学校で行う

正しい理解を深めるための

啓発活動を行政が行う

相談・支援体制を充実させる

ＬＧＢＴｓであっても不利な取り扱いを

受けないよう法律や制度を整備する

その他

特に必要なことはない

わからない

無回答

全体(n=479)

女性(n=278)

男性(n=192)

57.6

31.3

33.4

57.6

2.3

5.0

7.9

3.3

65.2

14.8

54.4

57.0

3.4

4.0

7.7

1.1

0% 20% 40% 60% 80%

正しい理解を深めるための

教育を学校で行う

正しい理解を深めるための

啓発活動を行政が行う

相談・支援体制を充実させる

ＬＧＢＴｓであっても不利な取り扱いを

受けないよう法律や制度を整備する

その他

特に必要なことはない

わからない

無回答

区民(n=479)

青少年(n=351)
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９．メディアとジェンダーの表現について 

問 26 あなたは、テレビやインターネットなどのメディアが発信するジェンダー表現について、日頃ど

のように感じますか。（○はいくつでも） 

「特に女性について、容姿や若さを強調している」が 38.8％と最も多く、次いで「男女のステレオタ

イプな表現（「男性は仕事、女性は家事・育児」、「男らしく、女らしく」など）を発信している」が 25.3％

「わからない」が 24.8％となっている。 

性別でみると、女性も男性も同様に「特に女性について、容姿や若さを強調している」が最も多いが、

女性は 43.9％に対して男性は 33.3％と女性の方が 10.6ポイント多い。また、「おかしいと思うことはな

い」について、女性は 7.9％に対して男性は 16.1％と女性の方が 8.2 ポイント多く、女性の方がジェン

ダー表現について問題意識を感じている割合が高いことが伺える。 

図表Ⅰ－77 メディアの発信するジェンダー表現に対する考え方（複数回答） 

 

  

25.3

16.1

38.8

23.4

15.9

2.9

11.5

24.8

5.0

28.8

18.0

43.9

25.2

15.5

0.7

7.9

24.8

5.4

21.4

13.5

33.3

21.4

16.7

6.3

16.1

24.5

3.6

0% 20% 40% 60%

男女のステレオタイプな

表現を発信している

色で性別を分けるなど、興味関心や

服装・外見等の個性を無視したり軽視

したりしている

特に女性について、

容姿や若さを強調している

伝えたい内容と関係がないのに、

女性の性的な側面を強調するなど

行きすぎた表現が目立つ

ＬＧＢＴｓに配慮していない

その他

おかしいと思うことはない

わからない

無回答

全体(n=479)

女性(n=278)

男性(n=192)
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10.区政への女性の参画について 

問 27 あなたは、千代田区の議会・審議会等に占める女性の割合や、区職員の管理職等に占める女性の

割合について、どう思いますか。（それぞれの項目について○は１つずつ） 

項目①「区議会議員に占める女性の割合」と項目②「区審議会等の委員に占める女性の割合」は、「も

う少し増えたほうがよい」がそれぞれ 35.1％と 31.5％で最も多く、次いで「性別にはこだわらないほう

がよい」が 29.6％と 29.0％、「男女半々まで増えたほうがよい」が 19.0％と 22.3％となっている。 

一方、項目③「区管理職等に占める女性の割合」は、「性別にはこだわらないほうがよい」が 30.7％と最

も多く、次いで「もう少し増えたほうがよい」が 30.3％、「男女半々まで増えたほうがよい」が 20.0％と

なっているが、現状値（下表＜参考＞）が他の項目よりも高いためと考えられる。 

性別でみると、いずれの項目においても、女性は「もう少し増えたほうがよい」が最も多いが、男性は

「性別にはこだわらない」が最も多く、性別により考え方に違いがみられる。 

図表Ⅰ－78 区の議会・審議会等や区職員の管理職等に占める女性の割合に対する考え方（単数回答） 

 

＜参考＞ 

 現状値 

令和２（2020）年４月 

目標値※ 

令和３（2021）年度末 

① 24％ － 

② 30.9％ 40～60％ 

③ 

33.5％ 

管理職 16.2％ 

係長級 38.7％ 

40％ 

※「第５次千代田区男女平等推進行動計画」（平成 29（2017）～令和３（2021）年度）に掲げる目標値  

4.6

3.6

5.7

4.6

3.6

5.7

6.3

5.0

7.8

35.1

40.3

28.1

31.5

35.3

26.6

30.3

34.5

24.5

19.0

21.6

15.6

22.3

25.2

18.8

20.0

23.4

15.6

1.9

2.2

1.6

1.9

2.5

1.0

2.1

2.5

1.6

29.6

22.3

40.6

29.0

22.7

38.5

30.7

23.7

41.1

6.7

7.2

5.7

7.1

7.2

6.8

6.9

6.8

6.8

3.1

2.9

2.6

3.5

3.6

2.6

3.8

4.0

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

今のままでよい

もう少し増えたほうがよい

男女半々まで増えたほうがよい

男性を上回るほど女性が増えたほうがよい

性別にはこだわらないほうがよい

わからない

無回答

①区議会議員に

占める女性の割合

②区審議会等の

委員に占める女性

の割合

③区管理職等に

占める女性の割合

4.6

5.7

3.6

4.6

5.7

3.6

6.3

7.8

5.0

35.1

28.1

40.3

31.5

26.6

35.3

30.3

24.5

34.5

19.0

15.6

21.6

22.3

18.8

25.2

20.0

15.6

23.4

1.9

1.6

2.2

1.9

1.0

2.5

2.1

1.6

2.5

29.6

40.6

22.3

29.0

38.5

22.7

30.7

41.1

23.7

6.7

5.7

7.2

7.1

6.8

7.2

6.9

6.8

6.8

3.1

2.6

2.9

3.5

2.6

3.6

3.8

2.6

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=479)

男性

(n=192)

女性

(n=278)

全体

(n=479)

男性

(n=192)

女性

(n=278)

全体

(n=479)

男性

(n=192)

女性

(n=278)

今のままでよい

もう少し増えたほうがよい

男女半々まで増えたほうがよい

男性を上回るほど女性が増えたほうがよい

性別にはこだわらないほうがよい

わからない

無回答

①区議会議員に

占める女性の割合

②区審議会等の

委員に占める女性

の割合

③区管理職等に

占める女性の割合
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11.男女共同参画社会の実現に向けた取組について 

問 28 「男女共同参画社会」を実現するために、今後、行政はどのようなことに力を入れていくべきだ

と思いますか。（○はいくつでも） 

「子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう支援する」が 59.3％と最も多く、次いで「子育て

や介護などでいったん仕事を辞めた人への再就職を支援する」が 56.6％、「労働時間の短縮や在宅勤務の

普及など男女共に働き方の見直しを進める」が 48.0％となっている。 

図表Ⅰ－79 行政が今後力を入れていくべきと思うこと（複数回答） 

 

  

29.9 

33.8 

30.1 

15.4 

33.0 

47.4 

15.2 

48.0 

59.3 

56.6 

9.2 

2.9 

2.3 

3.3 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80%

（N=479）

法律や制度の見直しを行う

国・地方公共団体の審議会委員や管理職など、

政策決定の場への女性を積極的に登用する

民間企業・団体などの管理職に

女性の登用が進むよう支援する

女性や男性の生き方や悩み

に関する相談の場を提供する

従来、女性が少なかった分野

（研究者など）への女性の進出を支援する

保育施設・サービスや、高齢者や病人の

施設・介護サービスを充実する

男女の平等と女性活躍推進

について学習機会を充実する

労働時間の短縮や在宅勤務の普及

など男女共に働き方の見直しを進める

子育てや介護中であっても

仕事が続けられるよう支援する

子育てや介護などでいったん仕事を

辞めた人への再就職を支援する

男女の平等と女性活躍推進

について広報・ＰＲする

その他

特にない

わからない

無回答
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問 29 あなたは、千代田区男女共同参画センターＭＩＷ（ミュウ）を知っていますか。また、利用した

ことはありますか。（○は１つ） 

「利用したことがある」が 3.8％、「知っているが、利用したことがない」が 26.5％、「知らない」が

66.4％となっている。 

性別で認知度（「利用したことがある」と「知っているが、利用したことがない」の合計）をみると、女

性が 34.6％に対して男性が 24.0％と男性の方が 10.6ポイント少ない。 

図表Ⅰ－80 千代田区男女共同参画センターＭＩＷの認知（単数回答） 

 

 

■平成28（2016）年度区調査との比較 

認知度は、33.5％から 30.3％へ 3.2ポイント減少している。 

図表Ⅰ－81 千代田区男女共同参画センターＭＩＷの認知（単数回答） 

【平成 28（2016）年度区調査との比較】 

 
  

3.8

2.9

4.2

26.5

31.7

19.8

66.4

62.6

72.9

3.3

2.9

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=479)

女性

(n=278)

男性

(n=192)

利用したことがある

知っているが、利用したことがない

知らない

無回答

3.8

3.2

2.9

4.4

4.2

1.4

26.5

30.3

31.7

34.9

19.8

23.9

66.4

64.4

62.6

58.4

72.9

73.3

3.3

2.0

2.9

2.3

3.1

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ２

(n=479)

Ｈ28

(n=739)

Ｒ２

(n=278)

Ｈ28

(n=435)

Ｒ２

(n=192)

Ｈ28

(n=285)

利用したことがある 知っているが、利用したことがない

知らない 無回答

全体

女性

男性
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■年齢別でみるＭＩＷの認知・利用状況 

50 歳代が 39.5％で最も認知度が高い。一方で、18～29 歳は 22.0％、30 歳代は 24.4％で 30 歳代以下

の認知度が低い。 

図表Ⅰ－82 年齢別でみる千代田区男女共同参画センターＭＩＷの認知（単数回答） 

 

  

3.8

1.7

2.3

3.7

3.7

6.1

8.2

0.0

26.5

20.3

22.1

26.6

35.8

32.7

22.4

25.6

66.4

78.0

75.6

69.7

59.3

61.2

63.3

51.2

3.3

0.0

0.0

0.0

1.2

0.0

6.1

23.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=479)

18歳～29歳

(n=59)

30歳代

(n=86)

40歳代

(n=109)

50歳代

(n=81)

60歳代

(n=49)

70歳代

(n=49)

80歳以上

(n=43)

利用したことがある

知っているが、利用したことがない

知らない

無回答



123 

問 30 あなたは、千代田区男女共同参画センターＭＩＷで実施している次の事業を知っていますか。 

（○はいくつでも） 

「どれも知らない」が 73.1％と最も多く、次いで「ＭＩＷ相談員による一般相談」が 11.9％、「男女共

同参画に関する各種講座・講演会・展示会」が 9.6％となっている。 

図表Ⅰ－83 千代田区男女共同参画センターＭＩＷで実施している事業の認知（複数回答） 

 

 

  

11.9 

5.4 

4.2 

9.6 

5.0 

2.5 

3.5 

2.5 

1.9 

2.5 

0.8 

1.0 

0.2 

2.3 

0.2 

73.1 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80%

（N=479）

ＭＩＷ相談員による一般相談

女性弁護士による法律相談

ＬＧＢＴｓ相談

男女共同参画に関する各種講座・

講演会・展示会

情報ライブラリ（図書や資料の貸出）

ホームページ・メールマガジン・

フェイスブックの運営

情報誌「ＭＩＷ通信」の発行

ライブラリニュース「みゅう」の発行

ビデオサロン＆カフェ（ＤＶＤ上映と交流）

ＭＩＷ祭り

情報交流会（ＭＩＷ千夜一夜）

ＭＩＷ運営協議会

男女共同参画推進研修生派遣事業

男女共同参画社会推進事業

その他

どれも知らない

無回答
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問 31 あなたは、次の言葉や取組を知っていますか。（それぞれの項目について○は１つずつ） 

認知度が最も高いのは、項目②「男女雇用機会均等法」が 73.7％、次いで項目⑪「ワーク・ライフ・

バランス」が 63.7％、項目⑧「ジェンダー」が 60.8％となっている。一方で、認知度が最も低いのは、

項目⑭「ＳＯＧＩ（ソジ・ソギ）」で 4.8％となっている。 

図表Ⅰ－84 男女共同参画に関する言葉や取組の認知（単数回答） 

 

 

30.9 

73.7 

55.1 

26.5 

11.1 

9.0 

6.5 

60.8 

20.0 

36.3 

63.7 

53.2 

13.6 

4.8 

39.7 

33.2 

16.9 

27.1 

34.0 

31.1 

21.9 

23.0 

19.8 

24.2 

15.4 

11.9 

16.9 

11.3 

7.5 

15.4 

30.1 

5.2 

12.9 

33.8 

51.8 

64.3 

65.1 

14.8 

50.1 

42.8 

19.2 

24.8 

69.5 

82.5 

39.7 

5.8 

4.2 

4.8 

5.6 

6.1 

4.8 

5.4 

4.6 

5.6 

5.4 

5.2 
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①男女共同参画社会基本法

②男女雇用機会均等法

③配偶者暴力防止法（ＤＶ防止法）

④女性活躍推進法

⑤政治分野における男女共同参画の

推進に関する法律

⑥東京都オリンピック憲章にうたわれ

る人権尊重の理念の実現を目指す条例

⑦千代田区男女平等推進行動計画

⑧ジェンダー

⑨ジェンダー・ギャップ指数

⑩ＳＤＧｓ （持続可能な開発目標）

⑪ワーク・ライフ・バランス

（仕事と生活の調和）

⑫デートＤＶ

⑬リプロダクティブ・ヘルツ＆ライツ

（生と生殖に関する健康と権利）

⑭ＳＯＧＩ（ソジ・ソギ）

⑮ダイバーシティ＆インクルージョン

意味（内容）を知っている

聞いたことはあるが、意味（内容）は知らない

聞いたことがない

無回答




